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ファッションや美容が大好きで、人の役に立ちた
い思いもある。そんな自分の進路を探していた
高校生の頃、切断した手指の外観を再現する

装飾用義手の存在を知った。義肢装具士をめざそうと決
め、専門学校で学び、義肢装具製作会社に就職した。
　大学病院等を担当し、さまざまな症状とニーズを持つ人
に出会った。常に固定装具の着用が必要なのに、多感な
思春期の子供たちは恥ずかしさもあってつけたがらない。
装具の色を変えたり、かわいいステッカーを貼るなど工夫し
た。ただ、企業内でできることには限界がある。お客さまの
声を聞いて、納得いくものをつくりたい。そこで、実家の靴
工房MAMMAで義肢装具士として働くことを決意。整形
医療靴ブランド「MIKI」を立ち上げた。
　工房には、靴職人の兄がつくるこだわりの高級靴を求め
る人、足に悩みがあって医療靴を求める人、多様なお客さ
まが訪れる。医療靴かどうかにかかわらず、どんな人に対
しても美しく履き心地のよい、お客さまが「本当に履きたい
靴」を届けたい。
　足の変形、左右の脚長差、外反母趾など、症状は千差
万別。医療靴は、一人ひとりの症状に合わせてオーダーメ
イドでつくられ、保険が適用される。しかし、機能性重視の
靴がほとんどで、デザイン性は兼ね備えていない。MIKIな
ら、ファッション靴と医療靴を融合させられる。装具と合体し
たお洒落な靴、スニーカーの履き心地の革靴、持病で絶対
に靴擦れを起こせない人のための靴擦れを防ぐ柔らかい
抗菌素材を使った靴……。オーダーメイドでつくり上げた靴
をお渡ししたときの、お客さまの笑顔が何より嬉しい。私自
身、これからもっと成長し、お客さまとの長い長いお付き合
いを大切にしたい。
　地元への思いもある。たつの市は皮革産業が盛んだが、
知られていない。自身が経営者となって義肢装具士の立場
から地場産業を盛り上げ、地域で雇用を生みたい。またさ
らに幅広い分野で医療靴を発展させたいと考え、2016年Ｍ
ＡＭＭＡから事業を独立させ「＆ＭＩＫＩ」を設立。今、工房
に併設する店舗を計画中だ。快適でお気に入りの靴と出会
えれば外出したいという意欲にも繋がると思う。だから、もっ
と多くの人に、足が悪いからとお洒落を諦める前にMIKIの
靴の存在を知ってもらえるよう、チャレンジしていきたい。

優しくて、お洒落な
靴を届けたい
菅野ミキ  義肢装具士

Miki Sugano
すがの　みき　
1988年兵庫県たつの市生まれ。神戸医療福祉専門学校三田校義肢装具士科
卒。義肢装具士国家資格取得。義肢装具製作会社に入社、身体にさまざまなト
ラブルや悩みを持つ方々に対し、義肢や装具の製作を行う。2014年より靴工房
MAMMAに参加。整形医療靴ブランド「MIKI」を立ち上げ、デザイン性と履き心地
を兼ね備えた靴づくりを追求。2016年より「&MIKI」代表。
http://r.goope.jp/andmiki
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軽くてソフトな履き心地の
コンフォート靴

足の大きさに左右差がある
人のための整形靴
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Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
等
の
技
術
革
新
に
よ
り
、

第
４
次
産
業
革
命
が
進
み
、
経
済
社
会
は
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
新
た
な
財
や
サ
ー
ビ
ス
を

創
出
し
続
け
る
こ
と
は
企
業
の
成
長
戦
略
の
重
要
な
課
題
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
成
長
戦
略
に
つ
い
て
考
え
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

成
長
戦
略
を
考
え
る

鼎
談

基
軸
を

探
る

楠
木
　
建 

一  

橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授

吉
村
慎
吾 

ワ
ー
ク
ハ
ピ
ネ
ス
代
表
取
締
役
社
長

関
　
孝
則 

東
京
理
科
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
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企
業
を
取
り
巻
く
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

人
間
に
残
る
は
ク
リ
エ
イ
ト
か
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
み

も
っ
と
消
費
者
と
共
感
を
持
つ
し
く
み
を

楠
木　

本
日
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業
の
成
長
戦
略
」
を
考
え

ま
す
。
ま
ず
現
状
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
る
か
、
吉
村
さ
ん
か
ら
。

吉
村　

第
４
次
産
業
革
命
が
起
き
て
い
て
、
今
ま
で
の
連
続
で
は
な

い
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
20
年
後
、
今
や
っ
て
い
る
仕
事
の
半
分

以
上
が
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
ッ
ト
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
人
間
に
残
さ
れ
る

仕
事
は
、
独
創
的
な
ク
リ
エ
イ
ト
産
業
か
思
い
や
り
な
ど
人
の
心
を

捉
え
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
み
。
ル
ー
ル
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

で
き
る
仕
事
は
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
わ
り
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で

感
動
さ
せ
る
か
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
感
動
さ
せ
る
か
。
感
動
産
業

し
か
残
ら
な
い
時
代
に
、
大
企
業
は
何
を
す
る
か
、
考
え
て
お
か
な

い
と
い
け
な
い
。

楠
木　

な
る
ほ
ど
。
関
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

関　

10
年
ほ
ど
前
か
ら
「
指
数
関
数
的
な
世
界
」

時
代
の
加
速

度
が
増
し
、
学
ん
だ
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
陳
腐
化
し
て
い
く
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
認
識
で
経
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
経

営
層
が
一
消
費
者
と
し
て
変
化
を
体
感
し
て
い
る
か
。
消
費
者
目
線

の
な
い
人
た
ち
が
指
揮
し
て
い
な
い
か
、
が
懸
念
点
。
と
い
う
の
も
、

世
界
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
７
割
は
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で
情
報
収
集
し
て
い
る

が
、
日
本
は
３
割
。
家
庭
で
ホ
ー
ム
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン＊

シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
い
る
割
合
は
欧
米
４
割
以
上
、
日
本
は
１
割
以
下
。
も

っ
と
消
費
者
と
共
感
を
持
つ
し
く
み
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　

昔
、
日
本
は
大
部
屋
で
、
経
営
層
も
若
手
も
、
わ
い
わ
い
が
や
が

や
組
織
を
超
え
て
揉
み
合
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
過
程
が
あ

り
ま
し
た
。
今
は
、
隣
の
部
門
と
話
す
に
は
上
司
の
承
認
が
要
る
と

か
（
笑
）。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
新
し
い
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
組
み
合
わ
せ
が
生
ま
れ
な
い
組
織
に
し
て
い
な

い
か
、
す
ご
く
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
村　

講
演
会
で
百
人
の
経
営
者
を
前
に
、「
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ＊

を
使
っ
た

こ
と
あ
る
人
」
と
訊
く
と
、
１
人
か
２
人
。「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ＊

」
は

知
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
か
ら
ね
。

ビ
ジ
ネ
ス
は
長
期
的
に
儲
か
る
こ
と
こ
そ
大
事

楠
木　

僕
は
基
本
的
に
は
ど
う
す
れ
ば
儲
か
る
か
を
考
え
る
の
が
大

切
と
い
う
立
場
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
限
れ
ば
長
期
的
に
利
益
が
出
て

い
る
状
態
が
一
番
い
い
。
そ
れ
こ
そ
が
競
争
の
な
か
で
価
値
を
つ
く

っ
て
い
る
と
い
う
、
最
も
正
直
な
指
標
。
儲
か
っ
て
い
る
か
ら
税
金

も
払
え
る
し
、
雇
用
も
つ
く
っ
て
守
れ
て
給
料
も
払
え
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
は
こ
こ
数
十
年
「
今
こ
そ
激
動
期
。
従
来
の
や
り
方
は

通
用
し
な
い
」
と
言
い
続
け
て
い
る
が
、
本
当
か
。
新
聞
や
雑
誌
は

７
年
寝
か
し
て
読
む
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
余
計
な
時
代
の
雰
囲
気
が
削

ぎ
落
ち
て
、
本
質
的
な
ロ
ジ
ッ
ク
し
か
残
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
言
え
ば
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
は
今
後
も
利
益
を
得
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
供
給
に
依
存
し

て
い
る
の
で
、
新
し
い
価
値
創
造
の
点
で
限
界
が
あ
る
。
同
様
の
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー＊

で
も
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
の
ほ
う
が
商
売
の

質
が
い
い
。

関　

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
や
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で

個
人
が
ど
の
程
度
稼
げ
る
か
。
統
計
で
は
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
な
ど
、
全
然
ダ

メ
。
労
働
側
は
１
人
あ
た
り
年
間
１
０
０
万
円
も
稼
げ
て
い
な
い
。

一
方
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
は
、
結
構
稼
ぐ
人
も
い
る
。
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
は
枠

組
み
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
個
別
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で
き
な
い
。

Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
は
工
夫
次
第
で
客
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
、
提
供
す
る
経
験
を
工

夫
で
き
る
領
域
は
、「
経
験
経
済＊

」
の
な
か
で
、
あ
る
程
度
利
益
を

上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

楠
木　

所
有
権
か
ら
利
用
権
へ
の
転
換
と
い
う
潮
流
の
な
か
で
「
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
」
が
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
で
登
場
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

本
質
は
未
利
用
資
源
の
有
効
利
用
。
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
場
合
、
供
給
資
源

つ
ま
り
労
働
力
が
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
、
人
間
の
１
日
は
24
時
間
。

関　

限
界
が
あ
る
と
。

楠
木　

え
え
。
で
す
か
ら
、
も
と
も
と
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
整
っ

て
い
な
い
地
域
で
は
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
は
価
値
が
あ
り
ま
す
が
、
整
っ
て
い

る
大
都
市
で
価
値
が
出
る
と
し
た
ら
未
利
用
資
源
の
有
効
利
用
の
度

合
い
が
大
き
く
な
る
場
合
。
隙
間
時
間
に
労
働
供
給
を
す
る
人
が
大

勢
出
て
く
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
そ
こ
は
疑
問
で
す
。

　

海
外
発
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
が
目
を
惹
き
ま
す
が
、「
利
益
」
と
い

う
視
点
で
見
直
せ
ば
、
日
本
に
も
ち
ゃ
ん
と
儲
け
て
い
る
企
業
が
あ

り
、
一
概
に
日
本
が
ダ
メ
な
わ
け
で
は
な
い
。

資
本
主
義
は
壊
滅
し
社
会
主
義
的
世
界
に
な
る
？

吉
村　

た
だ
、
物
の
値
段
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
時
代
に
儲
け
る
の
は

難
し
い
。
価
格
が
下
が
れ
ば
需
要
が
増
え
る
と
い
う
需
要
曲
線
も
既

に
成
り
立
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
生
活
満
足
度
は
上
が
っ
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
で
安
く
泊
ま
れ
る
し
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
今
や

衣
類
や
食
事
も
格
安
か
無
料
で
シ
ェ
ア
で
き
る
。
日
本
も
２
０
３
０

ホ
ー
ム
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

（H
om

e A
utom

ation

）

防
犯
や
家
事
の
省
力
化
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
住
宅
に
電
子
機

器
や
情
報
通
信
機
器
を
導
入
す

る
こ
と
。

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

ウ
ー
バ
ー
。
一
般
人
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
し

て
展
開
す
る
タ
ク
シ
ー
配
車
サ

ー
ビ
ス
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

入
れ
た
配
車
ア
プ
リ
で
呼
び
出

す
形
。

Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ

エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
。
空
き

部
屋
を
持
つ
提
供
者（
ホ
ス
ト
）

と
旅
行
者
（
ゲ
ス
ト
）
を
結
び

つ
け
る
民
泊
仲
介
サ
ー
ビ
ス
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

（Sharing Econom
y

）

遊
休
資
産
を
共
有
す
る
経
済
。

経
験
経
済

企
業
は
、商
品
・
サ
ー
ビ
ス
だ
け

を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
顧

客
が
感
動
す
る
よ
う
な
経
験
を

さ
せ
ら
れ
る
企
業
が
成
長
す
る

と
い
う
経
済
学
。
顧
客
の
心
の

中
に
つ
く
ら
れ
る
情
緒
や
感
性

に
根
づ
い
た
経
験
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
よ
り
強
い
ブ
ラ
ン
ド

を
構
築
で
き
る
と
す
る
。

ロボットがサーブしてくれるサンフランシスコのコーヒーショップ ©alamy/PPS通信社
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年
に
３
軒
に
１
軒
が
空
き
家
に
な
り
、
タ
ダ
で
住
め
る
可
能
性
も
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
で
ゼ
ロ
コ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
時
代
に
な

っ
た
。
企
業
収
益
は
下
が
る
が
、
生
活
満
足
度
は
上
が
っ
て
い
く
ん

で
す
。

　

も
う
一
つ
、
私
は
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
既
存
産
業
の
破
壊

に
あ
る
と
見
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
レ
ベ
ル
３
、
25
年
に
レ
ベ

ル
４
の
自
動
運
転＊

が
実
現
す
れ
ば
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
運
転
手
は
５
年
以

内
に
い
な
く
な
り
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
限
界
費
用
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近

づ
く
。
未
利
用
資
源
を
車
と
捉
え
る
と
、
今
、
車
は
97
％
が
駐
車
場

に
停
ま
っ
て
い
て
、
稼
働
率
は
３
％
。
な
の
で
自
動
運
転
で
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
し
て
い
け
ば
、
自
動
車
産
業
は
破
壊
さ
れ
る
。

楠
木　

既
存
産
業
が
破
壊
さ
れ
て
も
、
そ
の
変
化
を
前
提
に
、
何
か

の
価
値
を
つ
く
っ
て
儲
け
る
人
が
現
れ
る
。
従
来
の
産
業
分
類
で
は

消
滅
す
る
も
の
が
多
く
て
も
、
新
し
い
産
業
が
現
れ
る
は
ず
。

　

今
、
究
極
の
草
食
系
み
た
い
な
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
世
の

中
を
動
か
す
一
部
の
人
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
人
々
が

喜
ん
で
お
金
を
払
い
た
く
な
る
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
日
じ
ゅ

う
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
る
人
ば
か
り
に
な
る
と
、
そ
の
先
に
は
ベ
ー
シ

ッ
ク
イ
ン
カ
ム＊

も
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
資
本
主
義
は
壊
滅
す
る
。

　

そ
の
可
能
性
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
い
う
の
は
、
超
長
期
で
見

た
場
合
、
人
間
社
会
を
統
御
す
る
基
本
原
理
は
こ
れ
ま
で
三
つ
あ
っ

た
。
最
初
は
「
伝
統
」、
因
習
で
す
。
因
習
に
従
う
時
代
が
相
当
長

く
続
い
た
後
、
次
に
出
て
き
た
の
は
「
指
令
」。
特
定
少
数
の
優
れ

た
人
、
王
や
大
名
が
出
す
指
令
に
従
う
。
３
番
目
が
「
レ
ッ
セ
フ

ェ
ー
ル
（
自
由
放
任
主
義
）」、
個
々
人
が
自
分
で
決
め
て
行
動
す

る
。
そ
れ
を
動
か
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、
市
場
経
済
、
資
本
主
義

が
非
常
に
適
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
数
百
年
そ
う
や
っ
て
き
た
。
今

後
４
番
目
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
王
様
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
て

い
た
中
世
に
「
千
年
先
に
は
各
自
が
自
分
の
意
思
で
職

業
や
住
所
を
決
め
、
自
由
な
価
格
で
取
引
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
」
と
言
っ
て
も
誰
も
信
じ
な
か
っ
た
わ
け

で
、
何
百
年
か
後
に
資
本
主
義
と
は
別
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

が
支
配
す
る
世
の
中
に
な
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
そ
れ
は
例
え
ば
社
会
主
義
。
個
人
の
経
済
的
利

得
で
は
な
い
も
の
に
よ
っ
て
、
社
会
的
な
最
適
性
を
実

現
す
る
し
く
み
が
で
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
そ
ん
な
に
す
ぐ
に
変
わ
る
か
な
と
。
と
い
う

の
は
、
僕
は
昔
か
ら
未
来
予
測
の
本
は
必
ず
買
う
よ
う

に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
１
９
９
５
年
に
出
さ

れ
た
２
０
１
５
年
の
予
測
で
は
、
日
本
か
ら
総
合
商
社

は
消
滅
し
て
い
る
。
当
時
、
商
社
は
冬
の
時
代
だ
っ
た

の
で
、
そ
う
い
う
予
測
に
な
っ
た
。
人
間
の
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
限
界
と
し
て
身
近
な
も
の
ほ
ど
時
代
の

風
潮
に
引
き
ず
ら
れ
て
大
外
し
。
未
来
予
測
に
は
そ
う
い
う
面
が
あ

る
。
だ
か
ら
超
長
期
な
ら
と
も
か
く
、
１
０
０
年
や
そ
こ
ら
で
は
世

の
中
は
連
続
的
に
し
か
変
わ
ら
な
い
し
、
本
当
に
人
間
の
行
動
原
理

が
変
わ
る
の
か
と
い
う
気
も
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
技
術
の
進
化
で
自
動
化
・
無
人
化
が
進
み

人
間
は
自
己
実
現
を
め
ざ
す

吉
村　

い
や
変
わ
る
兆
候
は
出
て
い
ま
す
。
最
も
大
き
い
の
は
、
デ

ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ＊

の
発
明
に
よ
っ
て
Ａ
Ｉ
技
術
が
加
速
度
的
に
進

化
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
能
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
る
ん
で
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
を
総
入
替
す
る
必
要
は
な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
ら
学
習
す
る

の
で
、
設
備
の
代
替
サ
イ
ク
ル
を
待
た
な
く
て
も
、
ど
ん
ど
ん
高
度

化
・
自
動
化
が
進
む
。
既
に
洗
濯
物
を
畳
め
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
現
れ
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
お
む
つ
も
替
え
ら
れ
る
か
ら
介
護
現
場
が
変
わ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
ド
ロ
ー
ン
警
備
が
始
ま
っ
て
い
て
、
工
場
を
は
じ
め

海
上
警
備
や
テ
ロ
対
策
で
、
変
な
動
き
を
見
つ
け
る
と
ド
ロ
ー
ン
が

飛
ん
で
く
る
。
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
実
装
で
き
る
技
術
が
、

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

　

と
り
わ
け
製
造
業
の
変
化
は
大
き
い
。
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
よ

り
２
０
４
０
年
に
は
世
界
中
の
工
場
労
働
者
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
る
予

測
も
あ
る
。
夕
張
炭
鉱
が
消
え
た
ら
夕
張
市
12
万
人
都
市
が
１
万
人

都
市
に
な
っ
た
よ
う
に
、
20
年
以
内
に
製
造
業
中
心
の
地
方
都
市
が

消
滅
。
み
ん
な
大
都
市
住
民
に
な
り
、
大
都
市
の
サ
ー
ビ
ス
業
従
事

者
に
変
わ
っ
て
い
く
。
工
場
は
無
人
な
の
で
製
造
業
の
労
働
生
産
性

は
無
限
大
に
な
り
、
世
界
中
の
モ
ノ
が
す
ご
く
安
く
な
っ
て
い
く
。

す
る
と
、
私
た
ち
か
ら
お
金
を
取
ろ
う
と
す
れ
ば
、
マ
ズ
ロ
ー
の
欲

求
５
段
階
説＊

の
自
己
実
現
欲
求
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
し
か
残
ら
な
い
。

関　

で
も
、
そ
の
欲
求
に
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス

は
も
っ
と
膨
ら
み
、
さ
ほ
ど
経
済
は
沈
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

吉
村　

そ
こ
は
膨
れ
る
が
、
オ
ー
ル
ド
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
破
壊
さ
れ
る

速
度
以
上
に
立
ち
上
が
る
か
ど
う
か
。
破
壊
速
度
が
速
い
と
、
ベ
ー

シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
前
に
週
休
３
日
、

４
日
と
増
え
て
い
け
ば
、
暇
潰
し
で
さ
ら
に
自
己
実
現
に
向
か
う
。

楠
木　

そ
れ
は
す
ご
く
ち
ま
ち
ま
し
た
自
己
実
現
で
す
よ
ね
。

吉
村　

そ
う
で
す
ね
。
今
は
幸
せ
が
多
様
、
一
人
ひ
と
り
に
パ
ー
ソ

ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
。

関　

何
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
が
や
っ
て
く
れ
る
と
し
て
も
、
人
の
手
助
け

が
必
要
な
領
域
は
残
る
。も
ち
ろ
ん
仕
事
は
変
わ
っ
て
い
く
が
、人
々

の
小
さ
な
願
望
を
満
た
さ
な
い
と
い
け
な
い
な
ら
、
供
給
側
と
し
て

は
そ
う
い
う
体
験
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
人
が
よ
り
大
事
に
な
る
。

楠
木　

ど
ん
な
に
変
わ
っ
て
も
最
終
的
な
利
用
者
は
人
間
で
す
し
ね
。

楠木　建　　くすのき　けん
一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授
1964年東京都生まれ。南アフリカ共和国
ヨハネスブルグで子供時代を過ごす。一
橋大学商学部卒、同大学院商学研究科
博士課程修了。一橋大学商学部専任講
師、同イノベーション研究センター助教
授、ボッコーニ大学ビジネススクール

（ミラノ）客員教授、一橋大学大学院国
際企業戦略研究科准教授を経て2010年よ
り現職。専門は競争戦略。著書『ストー
リーとしての競争戦略｜｜優れた戦略の
条件』『経営センスの論理』『戦略読書日
記』『「好き嫌い」と経営』『好きなよう
にしてください』『「好き嫌い」と才能』
など。
http://www.ibs.ics.hit-u.ac.jp/jp/
faculty/profile/kusunoki.html

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

（Basic Incom
e

）

基
本
所
得
保
障
。
政
府
が
国
民

の
生
活
を
最
低
限
保
障
す
る
た

め
、
年
齢
・
性
別
等
に
関
係
な

く
、
全
て
の
人
に
一
律
で
一
定

額
の
現
金
を
支
給
す
る
社
会
保

障
政
策
。

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

（D
eep Learning

）

深
層
学
習
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
機
械
学
習
で
、
従
来
に
比

べ
て
深
い
階
層
を
持
つ
ニ
ュ
ー

ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、

よ
り
正
確
で
効
率
的
な
判
断
を

実
現
す
る
技
術
や
手
法
を
指
す
。

画
像
認
識
や
音
声
認
識
で
成
果

を
上
げ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
導
入
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

内閣府「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」の資料をもとに作成

完全運転
自動化

２０２５年目途＊２

２０２０年目途＊２

２０１７年

SAE
レベル5

SAE
レベル4

SAE
レベル3

SAE
レベル2

SAE
レベル1

SAE＊3

レベル0

高度運転
自動化

条件付運転
自動化

部分運転
自動化

運転支援

運転自動化
なし

●システムが全ての運転タスクを実施（限定領域内＊1ではない）
●作動継続が困難な場合、利用者が応答することは期待されない

●システムが全ての運転タスクを実施（限定領域内＊1）
●作動継続が困難な場合、利用者が応答することは期待されない

●システムが前後・左右の両方の車両制御に係る
　運転タスクのサブタスクを実施

●システムが前後・左右のいずれかの車両制御に係る
　運転タスクのサブタスクを実施

●運転者が全ての運転タスクを実施

●システムが全ての運転タスクを実施（限定領域内＊1）
●作動継続が困難な場合の運転者は、システムの
　介入要求等に対して、適切に応答することが期待される

　自
動
運
転
レ
ベ
ル
は
道
路
環
境
に
応
じ
て
変
化

■実用化　■計画

＊1 ここでの「領域」は、必ずしも地理的な領域に限らず、環境、交通状況、速度、時間的な条件などを含む。
＊2 民間企業による市場化が可能となるよう、政府がめざすべき努力目標の時期として設定。
＊3 SAE：米国自動車技術会

自動運転（自動走行システム）の実現期待時期
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の
芸
風
と
し
て
折
り
合
い
が
つ
い
て
く
る
。
だ
け
ど
そ
も
そ
も
仕
事

と
し
て
や
ろ
う
と
思
わ
な
い
人
が
増
え
る
と
社
会
は
ど
う
な
る
の
か
。

吉
村　

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
で
救
わ
な
い
と

い
け
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
民
主
主
義
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

生
活
保
護
者
も
１
票
、百
億
稼
ぐ
人
も
１
票
で
、再
分
配
が
強
く
な
る
。

楠
木　

社
会
民
主
主
義
に
な
っ
て
資
本
主
義
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
。

吉
村　

そ
う
で
す
ね
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ＊

で
30
億
円
と
か

集
め
て
し
ま
う
時
代
に
、
資
本
市
場
な
ど
通
過
さ
せ
る
必
要
が
な
い

上
に
、
上
場
し
て
決
算
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
る
く
ら
い
な
ら
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
好
き
な
こ
と
を
個
人
が
立
ち
上
げ
る
。

原
子
力
発
電
所
や
新
幹
線
を
つ
く
る
よ
う
な
仕
事
だ
け
は
残
る
が
、

あ
と
は
ほ
と
ん
ど
個
人
が
や
れ
ば
い
い
。

楠
木　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
で
き
る
と
し
て
も
、

そ
こ
に
投
資
す
る
人
の
目
的
が
変
わ
る
の
か
。
他
の
手
段
よ
り
も
高

い
リ
タ
ー
ン
が
目
的
な
ら
、
手
法
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

変
わ
っ
た
だ
け
で
、
根
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

吉
村　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
人
は
、
リ
タ
ー
ン

狙
い
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
商
品
が
欲
し
い
か
ら
応
援
す
る
。
モ

ノ
ば
か
り
で
な
く
、「
こ
う
い
う
社
会
を
つ
く
り
た
い
」
な
ど
、

Ｐ
to 

Ｐ＊

で
応
援
す
る
し
く
み
で
す
。
以
前
は
直
接
つ
な
が
る
し
く

み
が
な
か
っ
た
が
、
今
は
、
個
々
人
が
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
て
、
ゼ

ロ
コ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
。
だ
か
ら
「
資
本
」
主
義
で
な
く
、

い
わ
ば
「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
主
義
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

楠
木　

昔
の
言
葉
で
言
う
と
、
投
げ
銭
み
た
い
な
も
の
で
す
よ
ね
。

も
し
投
げ
銭
と
か
、
こ
れ
ま
で
の
資
本
主
義
と
違
う
動
機
で
お
金
が

ど
ん
ど
ん
動
く
と
す
れ
ば
、
人
間
の
行
動
原
理
が
変
わ
る
と
い
う
レ

ベ
ル
の
話
、
完
全
に
今
の
資
本
主
義
は
代
替
さ
れ
る
。
そ
の
兆
候
が

あ
る
と
い
う
の
が
吉
村
さ
ん
の
ご
意
見
で
す
ね
。

成
長
戦
略
の
あ
り
方
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
は
？

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
は
、

顧
客
と
長
く
深
く
つ
な
が
る
こ
と
が
大
事

楠
木　

成
長
戦
略
に
話
を
進
め
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
い

う
の
は
、
も
と
も
と
成
長
志
向
の
と
こ
ろ
に
、
株
主
か
ら
の
期
待
も

得
て
、
強
み
が
あ
る
分
野
の
周
辺
に
ど
ん
ど
ん
進
出
し
て
戦
線
を
拡

げ
る
わ
け
で
す
が
、
い
ず
れ
は
苦
し
く
な
っ
て
利
益
が
落
ち
て
く
る
。

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

関　

以
前
、
勤
務
し
て
い
た
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・
ド
ッ
ト
コ
ム
は
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
の
成
長
で
す
。
Ｃ
Ｒ
Ｍ＊

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ク
ラ
ウ
ド
か
ら
始
め
、
次
に
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン＊

、
そ
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
て
の
顧

客
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
と
い
う
文
脈
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
ど
お
り
の
戦
線
拡
大
で
す
ね
。
99
年
創
業
で
、
幸
い
年
率
25

％
以
上
で
成
長
し
て
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
に
よ
る
全
米
上
位
５
０
０

社
ラ
ン
キ
ン
グ
「Fortune 500

」
に
も
入
り
ま
し
た
。

楠
木　

だ
け
ど
利
益
を
出
せ
そ
う
に
な
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
も

散
見
さ
れ
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
的
な
若
者
の
熱
狂
が
あ
っ
て
、
夢
も

見
ら
れ
る
が
、
矛
盾
し
て
い
る
と
思
う
の
は
、
製
品
と
し
て
デ
ジ
タ

ル
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
扱
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
顧
客

開
拓
す
る
と
き
は
ひ
た
す
ら
電
話
を
か
け
る
と
か
。

関　

は
い
は
い
（
笑
）。
そ
う
い
う
企
業
は
、
顧
客
と
の
接
点
を
社

内
で
バ
ラ
バ
ラ
に
管
理
し
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。
本
来
、
顧
客
か
ら

す
る
と
、
企
業
の
誰
に
つ
な
が
っ
て
も
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、

電
話
を
か
け
て
も
「
先
日
メ
ー
ル
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
…
」
と
返
せ

る
と
信
頼
が
で
き
る
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
が
つ
な
が
っ
て
価
値

が
上
が
る
。
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
の
戦
線
拡
大
は
、
本
来
、
顧
客
が

吉
村　

そ
う
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
関
連

を
含
め
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
と
、
新
し
い
芸
術
を
生
む
ク
リ
エ

イ
ト
産
業
し
か
残
ら
な
い
。

楠
木　

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
し
か
残
ら
な
い
と
し

て
も
、
従
来
は
特
殊
な
才
能
を
持
っ
て
い
る
人
の
み
が
で
き
る
仕
事

だ
っ
た
の
が
、
ご
く
ご
く
大
衆
的
に
、
も
う
少
し
小
さ
な
レ
ベ
ル
で

多
く
の
人
が
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。

吉
村　

そ
れ
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
。
ち
ょ
っ
と
し
た
動
画
で
お
金
を

稼
ぐ
。
稼
げ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
稼
げ
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
が
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
り
や
す
い
社
会
で
す
ね
。

「
努
力
の
娯
楽
化
」が
仕
事
の
極
意
だ
が
、

労
働
観
自
体
、揺
ら
い
で
い
る

楠
木　

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
は
、
当
た
る
と
す
ご
く
儲
か
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
仕
事
と
し
て
成
立
す
る
確
率
は
少
な
く
、
小
銭
程
度
で
も

い
い
や
と
。
20
世
紀
的
な
労
働
観
の
対
極
に
あ
る
も
の
で
す
ね
。

吉
村　

楠
木
さ
ん
が
常
々
言
わ
れ
て
い
る
、
好
き
だ
か
ら
や
る
と
。

楠
木　

そ
う
で
す
ね
。
好
き
嫌
い
が
大
切
だ
と
言
う
と
、
若
い
人
の

８
割
は
「
そ
う
か
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
。
僕
は
そ

の
逆
。
世
の
中
甘
く
な
い
と
言
い
た
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
仕
事
は

最
終
的
に
投
入
努
力
が
大
切
で
す
が
、
好
き
な
こ
と
で
な
い
と
努
力

を
継
続
で
き
な
い
。
い
く
ら
投
入
し
よ
う
と
本
人
が
努
力
と
思
わ
な

い
。
好
き
だ
か
ら
娯
楽
に
等
し
い
と
。
こ
の
「
努
力
の
娯
楽
化
」
と

い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
仕
事
の
成
功
に
と
て
も
大
切
で
、
そ
の
基

点
に
あ
る
の
が
好
き
な
こ
と
。「
好
き
な
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
な
ら
、

ブ
ロ
ガ
ー
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
で
生
き
て
い
こ
う
」
と
、
そ
れ
は
わ

か
り
ま
す
が
、
僕
は
嫌
い
で
す
。
好
き
な
こ
と
を
や
る
と
い
う
の
は
、

実
は
厳
し
い
世
界
。
20
年
、
30
年
続
け
る
う
ち
に
、
よ
う
や
く
自
分

マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
５
段
階
説

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ア
ブ
ラ

ハ
ム
・
マ
ズ
ロ
ー
が
、
人
間
の

欲
求
を
５
段
階
に
分
け
て
理
論

化
し
た
も
の
。
低
階
層
の
欲
求

が
満
た
さ
れ
る
と
、
よ
り
上
位

（
最
上
位
は
自
己
実
現
）の
欲
求

に
向
か
う
と
す
る
説
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（Crow
dfunding

）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不

特
定
多
数
の
個
人
か
ら
資
金
を

募
る
調
達
手
法
。

Ｐ 

to  

Ｐ

（Peer to Peer

）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
あ
る
端
末

間
を
相
互
に
直
接
接
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
や
り
と

り
を
行
う
こ
と
。

Ｃ
Ｒ
Ｍ

（C
ustom

er R
elationship 

M
anagem

ent

）

顧
客
関
係
管
理
。
顧
客
と
の
長

期
に
わ
た
る
関
係
性
を
構
築
し
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て

利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
企
業

収
益
の
最
大
化
を
図
る
手
法
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

（M
arketing A

utom
ation

）

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

一
部
プ
ロ
セ
ス
を
自
動
化
す
る

シ
ス
テ
ム
。
見
込
客
獲
得
に
始

ま
り
営
業
パ
ー
ソ
ン
へ
引
き
渡

す
ま
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業

務
を
、
ツ
ー
ル
を
用
い
て
一
貫

し
て
管
理
し
、
自
動
化
・
最
適

化
す
る
施
策
の
こ
と
。

パーソナルトレーナーの指導を受けられるスポーツジム。将来、残るのはホスピタリティ産業だ ©alamy/PPS通信社
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で
す
。
深
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
浅
く
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
。

こ
れ
は
こ
れ
で
、
次
の
時
代
の
生
き
方
で
は
な
い
か
。

楠
木　

吉
村
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
自
分
が
つ
く
づ
く
保
守

的
な
人
間
で
あ
る
と
。
僕
は
ど
う
し
て
も
千
年
く
ら
い
で
は
人
間
は

変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

広
く
浅
い
つ
な
が
り
で
「
い
い
ね
」
を
が
ん
が
ん
押
さ
れ
て
も
、

実
際
に
財
が
動
い
て
人
々
が
お
金
を
出
さ
な
い
限
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
伸

び
な
い
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
だ
っ
て
、
結
局
は
広
告
な
わ
け
で
、
企

業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
金
を
払
わ
な
い
と
成
立
し
な
い
。

モ
ノ
が
溢
れ
人
口
減
の
日
本
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
伸
ば
す
に
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
擬
似
的
人
口
増
が
有
望

吉
村　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
現
れ
に
く
い
。
ポ

イ
ン
ト
や
仮
想
通
貨
で
取
引
し
て
い
て
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
で
支
払
わ
れ

た
り
す
る
ト
ー
ク
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー＊

な
ん
で
す
。
メ
ル
カ
リ＊

で
買
っ
た

何
か
を
、
ま
た
メ
ル
カ
リ
に
出
品
し
て
、
ぐ
る
ぐ
る
回
し
て
い
る
だ

け
。
そ
れ
を
ト
ー
ク
ン
で
や
り
と
り
し
た
ら
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
現
れ
な
い
。

楠
木　

結
局
メ
ル
カ
リ
で
取
引
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
は
新
し
く
生
産
さ

れ
た
モ
ノ
で
は
な
く
て
既
存
品
。
も
う
モ
ノ
は
十
分
に
溢
れ
て
い
る
。

吉
村　

じ
ゃ
、
あ
と
は
シ
ェ
ア
し
て
最
適
化
。
廃
棄
さ
れ
る
洋
服
は

日
本
だ
け
で
毎
年
約
１
０
０
万
ト
ン
に
も
の
ぼ
る
。
だ
か
ら
選
り
好

み
し
な
け
れ
ば
、
洋
服
は
タ
ダ
。
あ
ら
ゆ
る
生
活
コ
ス
ト
を
シ
ェ
ア

し
て
最
適
化
し
た
ほ
う
が
Ｃ
Ｏ

２ 

は
減
っ
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
。
そ

ん
な
気
持
ち
が
若
者
に
は
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

楠
木　

こ
れ
ま
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
な
ぜ
伸
び
た
か
と
い
う
と
、
人
口
増
。

ど
ん
な
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ
り
、
人
口
増
の
ほ
う
が
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
伸
び
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
十
分
な
ほ
ど
モ
ノ
が
溢
れ
て
い

る
人
口
減
少
の
日
本
で
は
、
も
う
成
長
は
難
し
い
で
す
か
ね
。

企
業
に
望
ん
で
い
る
広
い
概
念
で
の
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
実
現
し
よ
う
と
ビ
ジ

ョ
ン
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
つ
な
げ
戦
線
拡
大
し
て
い
る
。
ビ
ジ
ョ

ン
な
き
数
字
の
ゲ
ー
ム
で
の
戦
線
拡
大
は
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
危
う

く
、
ど
こ
か
に
買
収
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
生
き
残
る
の
で

し
ょ
う
ね
。

　

一
方
、
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
の
戦
線
拡
大
は
、
顧
客
と
企
業
と
の

関
係
性
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
一
元
化
の
た
め
と
言
え
る
も
の
で
、 

実
は
、

広
告
代
理
店
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
も
同
じ
領
域
に
参
入

し
て
競
合
や
協
業
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
例
え
ば
ベ
ン
ダ
ー
の
営
業
が
製
品
営
業
だ
け
で
な
く
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
さ
ら
に
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
ま
で
関
わ
ら
な
い
と
い
け

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
広
告
代
理
店
や
コ
ン
サ
ル
は
デ
ジ
タ
ル

製
品
を
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
今
、
起
き
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

波
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
枠
組
み
を
揺
さ
ぶ
っ
て
、
自
分
の
仕
事

が
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
変
質
、
進
化
、
融
合
し
た
り
し
て
い
く
。
そ
こ

で
成
長
を
楽
し
む
人
は
、
多
く
稼
ぐ
が
、
つ
い
て
い
け
な
い
人
は
稼

げ
ず
、
違
う
仕
事
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ

な
職
業
で
起
き
て
い
る
。

　

10
年
以
上
前
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
今
後
、
職
業
は
ど
う
な
っ
て
い
く
か
を

ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
時
代
の
変
化
に
よ

っ
て
、
職
業
の
枠
組
み
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
る
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
は

個
人
の
ブ
ラ
ン
ド
を
企
業
が
借
り
る
時
代
に
入
る
。
そ
の
意
味
で
、

仕
事
の
再
定
義
、
会
社
と
個
人
の
関
係
性
の
再
定
義
を
や
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
。

技
術
進
化
で
仕
事
の
枠
組
み
が
変
わ
っ
て
も

基
本
的
に
問
わ
れ
る
の
は
人
間
洞
察
力

楠
木　

だ
と
す
れ
ば
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
の
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
等
だ
け
で
は
な
い
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
も
か

な
り
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

人
間
固
有
の
力
で
成
果
が
左
右
さ
れ
る
。

分
析
技
法
な
ど
の
ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
、
営
業
力
・
仕
事
を
獲
っ
て

く
る
力
が
大
事
。
そ
の
意
味
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
と
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
は
渾
然
一
体
で
す
。

関　

受
注
で
き
る
か
ど
う
か
、
最
後
は
人
間
的
に
同
じ
何
か
を
共
有

し
て
い
る
か
ど
う
か
が
決
め
手
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

楠
木　

僕
の
専
門
の
競
争
戦
略
で
言
え
ば
、
差
別
化
す
る
こ
と
で
儲

け
る
。
ち
ょ
っ
と
頑
張
り
が
き
く
、
ち
ょ
っ
と
粘
り
が
あ
る
だ
け
で
、

す
ご
く
頼
ら
れ
て
、
い
い
仕
事
が
で
き
る
と
認
識
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

吉
村　

企
業
で
一
番
売
る
売
り
子
は
、
い
わ
ゆ
る
売
り
子
じ
ゃ
な
い
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
す
。
金
融
で
も
最
も
売
っ
て
い
る
人
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
バ
ン
カ
ー
。
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
フ
ィ
ー
は
預
か
り

資
産
の
１
％
と
か
。
簡
単
に
稼
い
で
い
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
Ａ
Ｉ
や

ロ
ボ
ッ
ト
に
置
き
換
わ
っ
て
淘
汰
さ
れ
ま
す
が
、
顧
客
に
寄
り
添
っ

て
フ
ィ
ー
が
獲
れ
る
人
は
変
わ
ら
な
い
。
要
は
昔
な
が
ら
の
優
秀
な

人
し
か
残
れ
な
い
。

楠
木　

新
し
い
時
代
の
仕
事
に
し
て
も
、
名
指
し
で
フ
ァ
ー
ス
ト
コ

ー
ル
が
か
か
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
面
が
大
事
。
最
終
的
に
は
人
間
洞
察

が
仕
事
で
、
剥
き
出
し
の
人
間
能
力
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

　

一
方
で
、
最
近
の
デ
ジ
タ
ル
、
ス
マ
ホ
で
何
で
も
ピ
キ
ピ
キ
ッ
と

や
っ
て
し
ま
う
人
た
ち
は
、
驚
く
ほ
ど
人
間
に
つ
い
て
の
理
解
、
人

間
洞
察
に
欠
け
て
い
る
。
彼
ら
は
、
一
見
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
い
こ
な
し
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め
て
い

る
面
が
あ
る
。
直
接
人
と
会
う
こ
と
の
で
き
る
人
が
、
ま
す
ま
す
価

値
を
持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。

吉
村　

だ
け
ど
、
結
構
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
か
で
人
脈
が
拡
が
っ
た
り
す
る
ん

ト
ー
ク
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー

（T
oken Econom

y

）

代
替
貨
幣
の
経
済
。
仮
想
通
貨

に
よ
る
経
済
圏
。

メ
ル
カ
リ

専
用
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア

プ
リ
に
よ
っ
て
個
人
間
の
物
品

売
買
仲
介
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
新
興
企
業
。

関　孝則　　せき　たかのり
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1961年新潟県生まれ。長岡技術科学大学
大学院工学研究科修士課程電子機器工学
専攻修了。日本アイ・ビー・エム入社。知
的財産評価、大型計算機開発、新規技術
コンサルティング、新規事業開発担当などを
経て、2000年米国IBM技術ストラテジー部
門、01年技術理事。10年セールスフォース・
ドットコム常務執行役員、先進技術ソリュー
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議会副会長、ものこと双発学会理事など歴
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php?act=nam&kin=ken&diu=6e48
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と
い
う
人
が
大
勢
来
て
ま
す
よ
。
実
際
に
大
企
業
を
出
て
起
業
し
た

人
は
「
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
。
山
一
證
券
が
な
く
な
っ

た
あ
と
、
幾
つ
か
自
分
た
ち
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー＊

を
生
か
し
た
会
社

を
つ
く
り
社
長
に
な
っ
た
方
も
「『
あ
の
と
き
潰
れ
て
よ
か
っ
た
』
と
、

み
ん
な
実
は
言
う
ん
だ
よ
」
と
。
そ
の
言
葉
が
非
常
に
印
象
的
。
だ

か
ら
芽
は
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

楠
木　

日
本
の
い
い
と
こ
ろ
は
ど
う
い
う
点
だ
と
思
い
ま
す
か
。

吉
村　

勤
勉
性
と
仲
間
の
た
め
に
頑
張
る
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
人

た
ち
は
、
自
分
が
リ
ッ
チ
に
な
り
た
い
と
頑
張
る
が
、
日
本
は
違
う
。

楠
木　

す
る
と
、
一
面
で
は
日
本
の
ほ
う
が
ポ
ス
ト
資
本
主
義
的
な

素
質
を
高
く
持
っ
て
い
る
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

吉
村　

え
え
。
集
団
主
義
な
の
で
、
信
頼
を
大
事
に
し
た
い
、
仲
間

を
裏
切
り
た
く
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
失
敗
す
る
と
仲
間
に
申
し
訳

な
い
か
ら
、
失
敗
が
怖
く
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
。

関　

確
か
に
日
本
人
は
仲
間
と
の
和
を
重
ん
じ
る
。
一
方
、
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
で
は
個
々
人
が
独
立
し
て
お
り
、
意
図
的
に
組
織
文
化
を

つ
く
ろ
う
と
す
る
の
で
、
そ
こ
は
協
調
も
す
る
し
、
目
標
を
合
わ
せ

よ
う
と
も
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
向
こ
う
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
し

っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
ば
ら
ば
ら
な
人
間
を
束
ね
る
方
法
を
一
生
懸

命
考
え
て
い
る
。

吉
村　

雇
用
に
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
の
で
、
日
本
も
完
全
雇
用
の
形
態
で
な
く
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
を
束

ね
て
価
値
を
見
出
す
形
で
経
営
し
て
い
か
な
い
と
、
も
た
な
い
。
雇

う
と
食
わ
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
が
、
そ
の
仕
事
は
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
労
働
者
が
「
俺
た
ち
を
守
れ
、
守
れ
」
と
言
っ
て
い
る
と
、

会
社
は
潰
れ
か
ね
な
い
の
で
、
互
い
に
自
立
す
る
。
自
分
で
立
ち
位

置
を
考
え
る
と
い
う
緊
張
感
は
必
要
で
す
。

楠
木　

産
業
革
命
で
蒸
気
機
関
が
発
明
さ
れ
、
重
い
も
の
を
持
ち
上

吉
村　

一
つ
成
長
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
ら
、
観
光
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

率
で
言
う
と
他
の
先
進
国
に
比
べ
日
本
は
か
な
り
低
い
。

楠
木　

観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
擬
似
的
な
人
口
増
。
し
か
も
社
会

保
障
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
純
増
の
人
口
増
で
す
。

吉
村　

有
望
な
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
あ
り
ま
す
。
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ

ス
業
、
観
光
業
に
シ
フ
ト
し
て
い
け
ば
い
い
。

日
米
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
格
差
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
差
だ
が

底
力
の
あ
る
日
本
で
は
成
長
の
可
能
性
は
あ
る

吉
村　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
言
え
ば
、
１
９
９
５
年
に
日
本
は
５
０
０
兆
円
で
、

ア
メ
リ
カ
は
７
０
０
兆
円
だ
っ
た
。
今
、
相
変
わ
ら
ず
日
本
は
５
０

０
兆
円
で
、
ア
メ
リ
カ
は
１
７
０
０
兆
円
。
こ
れ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
企
業
の
新
陳
代
謝
の
差
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
ち
ゃ
ん
と
潰
し
て

い
る
が
、日
本
は
潰
し
ち
ゃ
い
け
な
い
と
、新
陳
代
謝
を
妨
げ
て
い
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
は
全
米
で
７
兆
円
投
資
さ
れ
て
い
て
、中
国
で
２
・

５
兆
円
。
日
本
は
昨
年
２
千
億
円
。
桁
が
違
う
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

の
ト
ッ
プ
テ
ン
の
卒
業
生
は
み
ん
な
起
業
す
る
が
、
日
本
で
は
役
所

か
大
企
業
に
入
る
。
最
優
秀
層
が
起
業
し
な
い
ん
で
す
。
最
近
、
子

供
た
ち
の
夢
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
か
じ
ゃ
な
い
。
夢
は
正
社
員
。
母

親
が
そ
う
望
む
か
ら
で
す
が
、
も
っ
と
起
業
家
教
育
を
国
を
挙
げ
て

進
め
、
起
業
は
い
い
こ
と
だ
と
社
会
を
変
え
て
い
か
な
い
と
日
本
は

危
な
い
。

　

昔
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
と
、

と
て
つ
も
な
い
設
備
投
資
が
必
要
で
し
た
が
、
今
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
さ
え
つ
く
れ
ば
台
湾
や
深
圳
で
製
品
は
す
ぐ
に
で
き
る
。
起
業
コ

ス
ト
も
大
幅
に
下
が
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
生
ま
れ
や
す
い
環
境
に
な

っ
て
い
る
の
に
、
若
者
に
起
業
力
が
な
い
。

関　

私
の
い
る
大
学
院
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
は
、
起
業
し
た
い

げ
た
り
遠
く
ま
で
走
る
よ
う
な
仕
事
は
な
く
な
っ
た
が
、
結
局
み
ん

な
別
の
仕
事
を
見
つ
け
た
。
今
は
小
さ
い
労
働
市
場
が
想
像
以
上
に

拡
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
本
は
あ
る
種
、
内
的
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
経
済
社
会
で

す
。
近
年
こ
れ
だ
け
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
人
々
が

治
安
を
守
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
。
サ
ッ
チ
ャ
ー

以
前
の
英
国
病
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
夜
、
外
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
犬
も
い
な
い
。
だ
か
ら
夜
、
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
人
が
い
る

う
ち
は
、
日
本
は
大
丈
夫
。
文
句
を
言
い
な
が
ら
も
、
日
本
以
外
の

国
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
人
が
少
な
い
。
中
国
や
韓
国
だ
と
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
海
外
で
、
と
な
る
。
日
本
人
は
内
向
き
だ
と
言
わ
れ
る

が
、
む
し
ろ
単
純
に
日
本
は
住
み
や
す
く
て
良
い
国
。
人
間
は
総
合

的
な
利
益
を
か
な
り
合
理
的
に
判
断
し
て
行
動
し
て
い
る
ん
で
す
。

　

ず
っ
と
閉
塞
感
が
指
摘
さ
れ
、
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
何
と
か
や

っ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
底
力
。
か
つ
て
戦
争
で
全
て
破
壊
さ
れ
た

と
こ
ろ
か
ら
日
本
の
高
度
成
長
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
、
全
て
を
失
っ

た
と
き
に
出
て
く
る
圧
倒
的
な
回
復
力
。
本
格
的
に
破
綻
し
た
と
き

か
ら
の
日
本
の
強
み
が
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
何
か
を
き
っ
か

け
に
新
陳
代
謝
が
始
ま
る
と
、
バ
ー
ン
と
成
長
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
持
続
的
成
長
へ
、
課
題
と
方
策
は
？

ゼ
ロ
か
ら
新
規
事
業
に
乗
り
出
す
よ
り

既
存
事
業
＋
優
れ
た
経
営
者
で
儲
け
る
の
が
現
実
的

楠
木　

さ
て
課
題
と
方
策
で
す
が
、
競
争
戦
略
で
見
る
と
、
こ
の
10

年
間
で
良
く
な
っ
た
の
は
、
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
投
資
が
進
ん
で
き

た
こ
と
。
大
企
業
で
も
動
き
の
い
い
事
業
を
子
会
社
化
し
て
、
そ
こ

に
優
れ
た
経
営
者
が
現
れ
る
と
、
大
い
に
稼
ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（Com
petency

）

強
み
。
高
い
レ
ベ
ル
の
業
務
成

果
を
生
み
出
す
、
特
徴
的
な
行

動
特
性
。

吉村　慎吾　　よしむら　しんご
ワークハピネス代表取締役社長　　　　
1968年東京都生まれ。早稲田大学政治経
済学部卒。公認会計士としてプライスウ
ォーターハウスクーパースにて多くの本
邦企業の上場支援、日本証券業協会店
頭登録審査部（現JASDAQ上場審査部）
上場審査官としても活動。2000年企業変
革支援アウトソーサー・株式会社エス
プール創業、06年JASDAQ上場に導く。
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ィングファーム・株式会社ワークハピネ
ス設立。実効性の高いコンサルティング
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流イノベーション｜｜日本企業の特性を
活かす成功方程式』『イノベーターズ 革
新的価値創造者たち』など。
https://www.workhappiness.co.jp/
consultant/index.html
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て
い
ま
す
。
優
秀
な
大
企
業
の
人
を
命
綱
つ
き
で
引
き
ず
り
出
し
、

市
井
の
起
業
家
と
交
ぜ
合
わ
せ
て
、
起
業
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
。
大

企
業
の
人
も
半
年
後
は
す
ご
く
勇
ま
し
い
顔
に
な
っ
て
、
今
、
新
し

い
会
社
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
僕
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
へ
の
対
抗
策
で
す
。

成
熟
経
済
で
は
大
型
戦
艦
よ
り
も
駆
逐
艦
、

企
業
規
模
よ
り
専
業
性
こ
そ
日
本
ら
し
さ

関　

２
年
前
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
対
す
る
調
査
で
、
１
年
以
内
に
自
ら
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
急
変
さ
せ
る
よ
う
な
企
業
が
現
れ
る
か
と
い
う
問

い
に
、
ア
メ
リ
カ
は
67
％
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
イ
エ
ス
、
日
本
は
16
％
。
と

こ
ろ
が
今
年
初
め
に
発
表
さ
れ
た
別
の
調
査
で
は
、
３
年
以
内
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
の
可
能
性
に
対
し
、
日
本
は
約
80
％
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

が
イ
エ
ス
、
変
革
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
。
こ
こ
２
年
ほ
ど
で
急
に

危
機
感
を
持
ち
始
め
た
。
果
た
し
て
変
革
は
起
こ
せ
る
か
。

楠
木　

そ
れ
は
日
本
企
業
の
中
で
も
ど
こ
を
見
る
か
に
よ
り
ま
す
。

収
益
性
の
高
い
企
業
と
し
て
は
、
日
本
電
産
や
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ

リ
ン
グ
、
自
転
車
部
品
の
シ
マ
ノ
と
か
。
要
す
る
に
、
ア
マ
ゾ
ン
み

た
い
に
汎
用
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
幅
広
く
展
開

す
る
の
で
は
な
く
、
専
業
性
が
高
く
間
口
は
狭
い
が
、
か
な
り
深
く

掘
っ
て
い
て
、
水
平
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
は
つ
く
れ
な
い

価
値
を
つ
く
っ
て
い
る
。
売
上
高
は
５
百
億
円
と
か
１
千
億
円
で
も
、

利
益
率
は
高
い
。
成
熟
経
済
下
で
は
、
昭
和
の
時
代
の
総
合
電
機
メ

ー
カ
ー
み
た
い
な
１
社
で
数
兆
円
と
い
う
大
型
戦
艦
は
あ
ま
り
要
ら

な
く
て
、
性
能
の
い
い
駆
逐
艦
、
巡
洋
艦
の
層
が
厚
い
と
い
う
の
が

成
熟
国
の
一
つ
の
モ
デ
ル
で
す
。

関　

ア
メ
リ
カ
は
横
展
開
で
事
業
を
拡
げ
て
い
く
。
縦
に
深
く
掘
り

下
げ
る
モ
デ
ル
こ
そ
日
本
的
？

メ
デ
ィ
ア
は
主
語
を
企
業
名
に
す
る
が
、
そ
れ
で
は
稼
ぐ
力
は
わ
か

ら
な
い
。
実
際
に
稼
い
で
い
る
の
は
個
々
の
事
業
。
収
益
力
に
関
し

て
は
随
分
ピ
ン
ト
外
れ
な
議
論
が
多
い
。

　

事
業
レ
ベ
ル
で
見
る
と
収
益
性
が
明
確
に
出
る
の
で
、
い
ず
れ
か

の
事
業
が
儲
け
出
し
て
バ
リ
バ
リ
走
り
始
め
る
と
、
そ
こ
に
集
中
投

資
す
れ
ば
い
い
。
ち
ょ
っ
と
稼
い
で
き
ま
す
と
言
わ
れ
、
や
め
ろ
と

言
う
社
長
は
い
な
い
の
で
、
そ
こ
は
動
き
出
す
と
非
常
に
早
い
な
と
。

関　

そ
の
意
味
で
は
、
大
資
本
・
大
企
業
の
時
代
で
は
な
く
、
中
小

企
業
が
経
済
を
支
え
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
超

大
企
業
に
な
る
と
自
分
の
中
に
種
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
く
、
一
気

に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
買
収
す
る
ほ
う
が
早
い
か
も
し
れ
な
い
。

楠
木　

収
益
的
に
良
い
パ
タ
ー
ン
と
い
う
の
は
、
事
業
と
し
て
は
も

と
も
と
や
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
優
れ
た
事
業
経
営
者
が
現
れ
、
一

気
に
儲
か
り
出
す
。
ゼ
ロ
か
ら
新
規
事
業
を
や
る
よ
り
は
、
そ
の
パ

タ
ー
ン
が
現
実
的
。
経
営
が
悪
い
の
で
儲
か
っ
て
い
な
い
が
、
や
り

よ
う
に
よ
っ
て
は
儲
か
る
事
業
が
日
本
に
は
結
構
あ
る
。

　

僕
は
、
と
に
か
く
事
業
経
営
者
の
層
の
厚
み
だ
と
思
う
ん
で
す
。

大
企
業
だ
と
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
な
る
事
業
を
丸
ご
と
経

営
で
き
る
人
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
20
倍
、
30
倍
は
必
要
に
な
る
。
こ
こ
は
人

材
が
非
常
に
足
り
て
い
な
い
。

関　

事
業
経
営
者
予
備
軍
と
し
て
の
中
間
層
の
マ
イ
ン
ド
を
ど
う
変

え
る
か
、
で
す
ね
。
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
、

特
許
の
数
で
日
本
は
決
し
て
悪
く
な
い
。
人
口
あ
た
り
の
特
許
件
数

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
む
し
ろ
伸
び
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｉ

Ｐ
Ｏ＊

の
数
は
激
減
し
て
い
る
。
や
は
り
ま
だ
起
業
家
精
神
が
弱
い
。

こ
れ
で
は
、
ゼ
ロ
か
ら
で
な
く
、
既
存
事
業
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

う
ま
く
い
か
な
い
。

吉
村　

僕
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
塾
」
と
い
う
の
を
主
宰
し

Ｉ
Ｐ
Ｏ

（Initial Public O
ffering

）

株
式
上
場
。未
上
場
企
業
が
、新

規
に
株
式
を
証
券
取
引
所
に
上

場
し
、
自
由
に
売
買
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

ソーラーパネルを屋根につけた住宅が増え、エネルギーも地産地消が進むなど、変革の時代を迎え、
エネルギー事業者もイノベーションと成長戦略を改めて考えるときに来ている。写真はドイツ・フライブルクの住宅街 ©alamy/PPS通信社

楠
木　

わ
か
り
や
す
い
の
は
、
日
本
の
自
動
車
産
業
で
す
。
こ
れ
だ

け
小
さ
な
島
国
で
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
が
今
も
６
社
、
７
社
あ
っ
て
、

全
部
が
最
高
益
と
い
う
の
は
、
産
業
社
会
の
あ
る
種
の
奇
跡
で
す
。

例
え
ば
ト
ヨ
タ
も
大
企
業
で
す
が
、
基
本
的
に
専
業
性
が
高
い
。
家

電
や
デ
バ
イ
ス
、
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
横
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
拡

げ
ず
、
自
動
車
し
か
考
え
て
い
な
い
。
僕
は
、
日
本
の
経
営
は
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
拡
げ
る
と
弱
体
化
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
し

か
な
い
と
や
っ
て
い
る
と
、
僕
の
大
雑
把
な
予
想
で
は
、
時
代
が
変

わ
っ
て
も
最
終
的
に
は
日
本
と
ド
イ
ツ
が
残
る
。

　

他
の
製
造
業
で
も
、
日
本
は
化
学
や
素
材
系
が
強
い
ん
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、
他
の
国
が
力
を
入
れ
て
お
ら
ず
、
弱
い
か
ら
。

関　

素
材
系
で
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
い
と
。

楠
木　

た
だ
、
素
材
が
な
い
と
製
品
は
つ
く
れ
な
い
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
、
素
材
が
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
。
そ
う
い
う
分
野
は

若
い
技
術
者
の
技
術
レ
ベ
ル
も
高
く
、
世
界
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
企
業
と

し
て
日
本
が
貢
献
で
き
、
す
ご
く
儲
か
っ
て
い
る
。

関　

ア
ッ
プ
ル
み
た
い
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
使
う
部
品
や
、

そ
の
上
に
載
る
特
異
な
ア
プ
リ
、
も
う
こ
の
人
た
ち
し
か
で
き
な
い

も
の
を
つ
く
る
わ
け
で
す
ね
。
で
も
最
も
儲
け
て
い
る
の
は
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
で
は
？

楠
木　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
い
う
の
は
、
結
果
論
か
ら
す
る
と

素
晴
ら
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
収
益
モ
デ
ル
で
す
が
、
く

じ
引
き
み
た
い
な
面
が
あ
る
。
大
き
な
く
じ
引
き
を
当
て
た
人
が
世

の
中
を
変
え
た
わ
け
で
す
が
、
再
現
性
が
な
い
。
多
分
、
も
う
一
回

や
っ
て
み
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
当
た
り
く
じ

を
引
き
に
行
く
構
え
は
あ
っ
て
い
い
が
、
５
百
億
円
、
１
千
億
円
規

模
で
利
益
率
20
％
の
企
業
を
増
や
す
こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
は
近
道
。

偉
大
な
天
才
よ
り
、
あ
る
事
業
で
し
っ
か
り
稼
げ
る
事
業
経
営
者
こ
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そ
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。

関
　
持
て
る
技
術
を
市
場
の
中
で
き
ち
ん
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
し
て
、

利
益
を
出
す
モ
デ
ル
を
つ
く
れ
る
事
業
経
営
者
が
必
要
だ
と
。

楠
木
　
そ
う
で
す
。
全
く
の
新
規
事
業
と
か
、
新
技
術
、
新
市
場
で

な
く
て
も
、
前
々
か
ら
や
っ
て
い
る
事
業
で
も
、
経
営
者
が
変
わ
る

だ
け
で
全
然
違
う
と
い
う
こ
と
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

電
力
会
社
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
イ
ノ
ベ
ー
ト
を
担
え
ば

成
長
チ
ャ
ン
ス
は
今
後
も
拡
が
る

楠
木
　
本
日
の
話
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
や
は
り
電
力
会
社
は
よ

か
っ
た
な
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
何
が
い
い
っ
て
、
ど
ん
な
に
プ
ロ

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
世
の
中
に
変
わ
っ
て
も
、
当
分
電
気
は
使
う
。
ロ
ボ

ッ
ト
も
電
気
で
動
く
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

吉
村
　
い
や
、
電
力
会
社
も
大
変
で
す
よ
。
日
本
は
い
ろ
い
ろ
な
イ

ン
フ
ラ
が
傷
ん
で
き
て
、
維
持
す
る
の
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
地
産
地
消
を
進
め
る
動
き
が
あ
る
。
分
散
型
電
源
、

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
に
よ
っ
て
、
系
統
で
流
さ
な
く
て
い
い
と
。
工

場
は
自
家
発
電
す
れ
ば
い
い
し
、
地
方
都
市
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄

電
池
を
つ
け
て
地
産
地
消
に
す
れ
ば
い
い
。
ご
み
焼
却
も
、
小
型
焼

却
炉
を
つ
く
っ
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
系
統
に
大
電

力
を
流
す
や
り
方
は
、
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
な
と
い
う
気
は
し
ま

す
。

関
　
大
量
に
電
力
を
つ
く
っ
て
届
け
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

揺
ら
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
電
気
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て

届
け
る
こ
と
を
目
標
に
せ
ず
、
消
費
者
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
手
助

け
を
す
る
事
業
を
す
れ
ば
い
い
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
培
っ
た
１
軒
１

軒
に
電
力
を
届
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
そ
こ
に
リ
ー
チ
し
て
い
る
営
業

と
サ
ポ
ー
ト
の
体
制
を
レ
バ
レ
ッ
ジ
し
て
、
も
う
一
度
モ
デ
ル
を
つ

く
り
変
え
れ
ば
、
も
の
す
ご
く
チ
ャ
ン
ス
は
大
き
い
。

吉
村
　
だ
か
ら
、
電
力
じ
ゃ
な
く
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
。
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
ど
ん
ど
ん
イ
ノ
ベ
ー
ト
し
て
、
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
に
し
よ
う
と
考
え
た
ら
、
別
に
水

道
を
や
っ
て
も
い
い
。
電
力
ば
か
り
に
こ
だ

わ
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

楠
木
　
し
か
も
、
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
が
ゆ
え

に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
で
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
は
不
可
欠
で
、
そ
こ
の
信
頼
は
高
い

で
す
か
ら
ね
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
7
年
７
月
31
日 
実
施
）　

編
集
／
田
窪
由
美
子

©zencreation/iStock/Getty Images Plus

イノベーションへの
視点
イノベーションが社会を変える。

斬新なアイデアに加え、大事なことは殻を破り、飛び出す勇気かもしれない。

経営環境が大きく変わりつつあるエネルギー事業にも、それは必要だ。

「意義」「エネルギー」「原子力」など、イノベーションをめぐる各側面について、

各分野の専門家・有識者の意見を聴いた──
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「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
日
本
で
は
し
ば
し

ば
「
技
術
革
新
」
と
訳
さ
れ
る
。
確
か
に
新
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

サ
ー
ビ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、
業
務
方
法
の
刷
新

（
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
は
、
新
し
い
技

術
が
核
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し
宅

配
便
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、
個
別
の
要
素
は
さ
ほ
ど

ハ
イ
テ
ク
で
は
な
い
が
、
組
み
合
わ
せ
が
新
し
い
と

い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の

Innovare

（
イ
ン
ノ
バ
ー
レ
）、
何
か
を
新
し
く
す

る
こ
と
だ
。
但
し
、
ア
イ
デ
ア
が
新
し
け
れ
ば
特
許

は
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
商
売
と
し
て
成
功
す

る
保
証
は
な
い
。
過
去
に
実
施
さ
れ
た
米
国
企
業
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、
ア

イ
デ
ア
の
８
割
は
「
技
術
の
ハ
ー
ド
ル
」
を
超
え
ら

れ
る
が
、「
顧
客
（
市
場
）
の
ハ
ー
ド
ル
」
も
超
え

ら
れ
る
の
は
２
割
に
満
た
な
い
。
新
し
い
ア
イ
デ
ア

だ
け
で
は
、
単
な
る
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
発
明
）
で

あ
り
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
顧
客
に
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
普
及
し
て
初
め
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
る
。

そ
の
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
創
新
普
及
」

と
呼
ぶ
ほ
う
が
相
応
し
い
。

　

で
は
企
業
に
と
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
は

何
か
。
か
つ
て
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
や
販
売
力
が

市
場
を
制
す
る
上
で
重
要
だ
っ
た
が
、
今
や
そ
れ
は

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
優
位
性
─
─
プ
ロ
ダ
ク
ト
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
製
品
の
差
別
化
や
、
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
コ
ス
ト
競
争
力
に
変
わ
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
の
一
つ
は
企

業
の
競
争
優
位
の
源
泉
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　

も
う
一
つ
、
外
部
環
境
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に

も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
だ
。
例
え
ば
ク
ル
マ
を

買
い
替
え
る
場
合
、
大
き
な
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ

い
。
そ
う
い
う
顧
客
向
け
に
シ
ン
プ
ル
で
低
価
格
な

「
必
要
十
分
」
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
れ
ば
、

ロ
ー
エ
ン
ド
型
破
壊
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
回

転
寿
司
や
格
安
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
が
好
例
だ
。

　

そ
し
て
破
壊
を
狙
う
既
存
優
良
企
業
と
し
て
は
、

新
規
事
業
に
進
出
す
る
際
は
新
組
織
・
新
会
社
に
任

せ
る
と
い
う
や
り
方
が
望
ま
し
い
。
破
壊
的
企
業
を

買
収
す
る
方
法
も
あ
る
。

　

電
力
会
社
は
既
存
優
良
企
業
の
典
型
。「
よ
り
安

定
的
な
電
力
供
給
」
と
い
う
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
追
求
し
て
き
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由
化
へ
と

外
部
環
境
は
変
化
し
て
い
る
。
電
力
と
い
え
ど
も
満

足
過
剰
の
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
無
消
費
の
状

況
は
な
い
か
─
─
国
際
展
開
等
を
含
め
、
破
壊
的
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
む
好
機
か
も
し
れ
な
い
。

ク
と
燃
費
の
良
い
新
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
、
ど
ち

ら
を
選
ぶ
か
。
今
な
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
を
選
ぶ

人
が
大
半
だ
ろ
う
が
、
１
９
６
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ

な
ら
１
０
０
人
中
95
人
は
ト
ラ
ッ
ク
を
選
ん
だ
は
ず
。

時
代
が
変
わ
れ
ば
ニ
ー
ズ
も
変
わ
る
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
革
新
し
、
変
化
に
適

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
企
業
は
生
き
残
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
て
積
極
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
既
存
優
良
企
業
が
、
新
規
参
入
企
業

に
競
争
で
負
け
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は「
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
る
。
前
者
は

従
来
品
よ
り
優
れ
た
性
能
で
、
要
求
に
厳
し
い
ハ
イ

エ
ン
ド
の
顧
客
獲
得
を
狙
う
も
の
、
既
存
顧
客
に

「
買
い
替
え
た
い
」
と
思
わ
せ
る
も
の
だ
。
漸
進
的

な
性
能
向
上
も
あ
れ
ば
、
白
熱
電
球
の
性
能
を
一
気

に
超
え
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
よ
う
に
革
新
的
な
も
の
も
あ
る
。

イノ ベ ー ション へ の 視 点
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田
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平
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破壊的イノベーションを起こす７ステップ

２種類のイノベーションの状況

イノベーションの分類
　

一
方
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
当
初
性
能

は
低
く
既
存
顧
客
に
は
お
も
ち
ゃ
に
見
え
る
が
、
新

規
顧
客
や
ハ
イ
エ
ン
ド
ま
で
求
め
て
い
な
い
顧
客
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
。
典
型
例
が
パ
ソ
コ
ン
だ
。
大

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
全
盛
期
に
ゲ
ー
ム
用
の
「
お
も

ち
ゃ
」
と
し
て
登
場
し
た
が
、
表
計
算
ソ
フ
ト
が
で

き
て
「
実
用
品
」
に
な
り
、
Ｏ
Ｓ
も
堅
牢
化
し
、
銀

行
業
務
に
も
使
わ
れ
る
ほ
ど
高
性
能
に
な
っ
て
、
大

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
市
場
を
「
破
壊
」
し
た
。
破
壊

は
次
々
起
き
、
今
や
パ
ソ
コ
ン
市
場
自
体
、
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
「
破
壊
」
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
産
業
で
も
破
壊
が
起
き
る
な
か
、
既

存
優
良
企
業
は
ど
う
す
る
か
。
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
く
ま
で
も
ハ
イ
エ
ン
ド
を
め
ざ
す
の

か
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
狙
う
の
か
。
自
社

が
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
て
い
な
い
新
市
場
型
破
壊
を
狙

う
な
ら
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
が
何
ら
か
の
制

約
で
妨
げ
ら
れ
て
い
る
「
無
消
費
の
状
況
」
を
探
す

こ
と
だ
。
専
門
家
の
助
け
が
必
要
な
「
ス
キ
ル
の
制

約
」、
高
く
て
買
え
な
い
「
資
力
の
制
約
」、
特
定
の

場
所
や
状
況
で
し
か
使
え
な
い
「
ア
ク
セ
ス
の
制

約
」、
消
費
す
る
の
に
手
間
や
時
間
が
か
か
り
過
ぎ

る
「
時
間
の
制
約
」。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
、

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
は
こ
れ
ら
の
「
制
約
」
を
解
消
し

た
も
の
が
多
い
。

　

無
消
費
の
状
況
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
「
満
足

過
剰
の
状
況
」
を
探
す
手
も
あ
る
。
顧
客
が
「
も
う

お
腹
い
っ
ぱ
い
」
で
、
こ
れ
以
上
性
能
が
向
上
し

て
も
満
足
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
状
態
。
時
速

２
０
０
㎞
の
車
は
欲
し
い
が
、
４
０
０
㎞
も
要
ら
な

玉田氏の資料をもとに作成

玉田氏の資料をもとに作成

玉田氏の資料をもとに作成

現在提供されている製品の性能 

 
 

 

 
 

 

 

時間の経過

主要顧客が求める性能

  

①も②も
既存製品の主要顧客が
重視する性能が向上する

「持続的イノベーション」の
一種

既
存
製
品
の
主
要
顧
客
が
重
視
す
る
性
能

②革新的
イノベーション

①漸進的
イノベーション

〈　　　〉破壊的
イノベーション

〈　　　〉持続的
イノベーション

持続的イノベーションの状況
高性能＝高付加価値

破壊的イノベーションの状況
高性能≠高付加価値
（新市場型破壊やローエンド型破壊が起きる）

時間の経過

顧客にメリットが
感じられない高性能化
例:時速400kmの車

既
存
製
品
の
主
要
顧
客
が
重
視
す
る
性
能

主要顧客の要求水準

顧客が実際に感じる
性能の変化

性
能
向
上
の
ペ
ー
ス 

 

 

 

 

 
 

 

Ⅰ. ３つの基本戦略
 ①新市場型破壊
 ②ローエンド型破壊
 （③持続的イノベーションであくまでもハイエンドをめざす）

Ⅱ. 多様なメンバーを
 チームに集める

Ⅲ. 無消費の状況や満足
 過剰な顧客を探す

Ⅳ. 「正しく」ブレイン
 ストーミングを行う

Ⅴ. 破壊的アイディアを
 選び出す

Ⅶ. 破壊的企業を
 買収する

Ⅵ. 新しい酒（破壊的イノ
ベーション）は新しい革
袋（別組織）に任せる



21［やく］  September 201722 ［やく］  September 2017

　

節
電
要
請
効
果
は
長
続
き
し
な
い
が
、
変
動
型

料
金
制
度
の
効
果
は
持
続
し
、
節
電
習
慣
も
形
成

さ
れ
る
─
─
。
東
日
本
大
震
災
後
の
電
力
危
機
を
受

け
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
社
会
実
装
化
を
見
据
え

た
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
が
横
浜
市
、
豊
田
市
、
け
い
は

ん
な
学
研
都
市
、
北
九
州
市
の
４
地
域
で
行
わ
れ
た

（
経
済
産
業
省
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ

ム
実
証
事
業
）。

　

我
々
が
２
０
１
２
年
夏
期
（
15
日
間
）
と
12
〜
13

年
冬
期
（
21
日
間
）
に
行
っ
た
、
け
い
は
ん
な
学
研

都
市
で
の
実
験
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
各
家
庭
の

電
気
使
用
量
を
把
握
で
き
る
よ
う
、
実
験
に
参
加
し

た
約
７
０
０
世
帯
す
べ
て
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
と

ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
を
設
置
。
参
加
世
帯
を
ラ
ン
ダ
ム
に
①
節

電
要
請
の
み
を
行
う
グ
ル
ー
プ 

②
変
動
型
電
気
料

金
を
導
入
す
る
グ
ル
ー
プ 

③
ど
ち
ら
も
行
わ
な
い

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
③
と
比
較
し
て
①
②
の
電
気
使

用
量
が
ど
れ
だ
け
少
な
か
っ
た
か
と
い
う
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
効
果
を
計
測
し
、
節
電
効
果
を
行
動
経
済
学

的
に
検
証
し
た
。

　

結
果
、
節
電
要
請
で
は
最
初
の
３
日
間
は
８
％
程

度
の
節
電
効
果
が
見
ら
れ
た
が
、
４
日
目
以
降
は
ほ

と
ん
ど
効
果
が
な
く
な
っ
た
。
心
理
学
で
言
う
馴じ

ゅ
ん
か化

（
慣
れ
て
効
果
が
減
衰
す
る
こ
と
）
が
起
き
、
反
応

し
な
く
な
っ
た
の
だ
。
一
方
、
変
動
型
電
気
料
金
を

導
入
す
る
と
一
貫
し
て
17
％
程
度
の
節
電
効
果
が
持

続
し
、
馴
化
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
夏
期
の
実
験
後
、

間
隔
を
置
い
た
冬
期
に
も
節
電
要
請
や
変
動
料
金
を

導
入
し
た
と
き
に
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
の
復
活
が

見
ら
れ
る
か
ど
う
か
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
節
電
要
請

効
果
は
復
活
、
脱
馴
化
（
効
果
が
復
活
す
る
こ
と
）

が
見
ら
れ
た
が
、
数
日
で
再
び
馴
化
が
起
き
た
。
変

動
料
金
導
入
で
は
冬
期
も
18
％
程
度
の
ピ
ー
ク
カ
ッ

し
、
医
療
・
介
護
・
年
金
は
１
０
０
兆
円
規
模
。
ヘ

ル
ス
ケ
ア
分
野
は
市
場
と
し
て
大
き
い
だ
け
で
な
く
、

社
会
保
障
費
の
増
大
と
い
う
深
刻
な
問
題
の
解
決
策

に
も
な
り
得
る
。
世
界
に
先
駆
け
て
超
少
子
高
齢
化

に
突
入
す
る
日
本
こ
そ
、
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き

分
野
だ
。

　

電
力
・
ガ
ス
小
売
が
全
面
自
由
化
さ
れ
、
電
力
会

社
は
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
活
動
を
始
め

た
が
、
そ
こ
に
留
ま
ら
ず
通
信
と
の
融
合
も
め
ざ
す

ほ
う
が
良
い
。
消
費
者
に
と
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ゲ
ー
ト
は
一
つ
。
そ
こ
に
す
べ
て
が
収
斂
し
、
消
費

者
は
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
。
そ
ん
な

次
世
代
型
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
も
視
野
に
入

れ
て
、
事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
ん
で
ほ
し
い
。

ト
効
果
が
持
続
し
た
。

　

さ
ら
に
習
慣
形
成
効
果
を
見
る
た
め
に
実
験
終
了

後
の
秋
期
・
春
期
に
追
跡
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

節
電
要
請
で
は
習
慣
形
成
は
な
か
っ
た
が
、
変
動
料

金
導
入
で
は
平
均
８
％
程
度
の
節
電
が
行
わ
れ
習
慣

形
成
が
見
ら
れ
た
。
電
力
需
給
に
応
じ
て
価
格
を
上

下
さ
せ
る
変
動
型
料
金
制
度
は
、
需
給
逼
迫
時
の

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
の
み
な
ら
ず
、
節
電
習
慣
の
形

成
に
も
効
果
的
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

変
動
型
料
金
導
入
の
前
提
と
し
て
、
今
後
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
普
及
し
、
電
気
使
用
量

の
見
え
る
化
の
進
展
が
必
要
だ
が
、
い
く
ら
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
、

使
い
方
を
個
々
の
消
費
者
任
せ
に
し
て
い
て
は
、
暑

い
夏
に
エ
ア
コ
ン
を
我
慢
し
ろ
と
言
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
。
い
わ
ば
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
デ
マ
ン
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
」
で
は
、
人
間
へ
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。

イノ ベ ー ション へ の 視 点

依
田
高
典 

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

教
授

エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、Ｉｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
の

三
位
一
体
活
用
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ス
マ
ー
ト
化
へ

いだ　たかのり
京都大学大学院経済学研究科教授

（情報通信経済学・行動経済学）
1965年新潟県生まれ。京都大学経済
学部卒、同大学院経済学研究科修
了、博士（経済学）。甲南大学助教授、
京都大学助教授を経て、2007年教授。
この間イリノイ大学、ケンブリッジ大学、
カリフォルニア大学で客員研究員など
歴任。人間の経済心理の限定合理性
に着目しながら意思決定を定量的に
分析する行動経済学に加え、最近は
スマートグリッドなどを題材に社会の実
際の生活の中で仮説検証を行うフィー
ルド社会実験にて多様な経済効果の
計測も行っている。
http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/~ida/

将
来
的
に
は
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
と
ス
マ
ー
ト
家

電
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
連
動
さ
せ
て
、
各
家
庭
の
在
宅
時

間
や
生
活
パ
タ
ー
ン
を
学
習
し
、
無
理
な
く
快
適
で

電
気
料
金
も
最
少
に
な
る
よ
う
に
自
動
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
「
オ
ー
ト
メ
イ
テ
ッ
ド
・
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
」
を
め
ざ
す
べ
き
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
実
現
に
は
時
間
が
か
か
る
。
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
の
普
及
率
も
、
最
も
進
ん
で
い
る
関
西
電

力
エ
リ
ア
は
５
割
を
超
え
た
が
、
全
国
平
均
で
は
ま

だ
３
割
。
全
家
庭
へ
の
普
及
は
２
０
２
０
年
代
前
半

に
な
る
見
通
し
だ
。
ま
た
電
気
使
用
量
を
大
き
く

左
右
す
る
エ
ア
コ
ン
の
買
い
替
え
は
10
年
サ
イ
ク

ル
、
住
宅
建
て
替
え
は
30
年
サ
イ
ク
ル
。
そ
の
た
め
、

オ
ー
ト
メ
イ
テ
ッ
ド
・
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
が
日

本
の
津
々
浦
々
に
行
き
渡
る
の
は
早
く
て
も
20
〜
30

年
後
だ
ろ
う
。
こ
の
間
、
技
術
開
発
や
料
金
制
度
改

革
を
着
実
に
進
め
、
蓄
電
池
の
実
用
化
に
至
れ
ば
、

ロ
ー
ド
カ
ー
ブ
は
か
な
り
フ
ラ
ッ
ト
に
な
り
、
新
エ

ネ
・
再
エ
ネ
の
不
安
定
性
も
解
消
で
き
、
発
電
コ
ス

ト
も
か
な
り
下
げ
ら
れ
る
は
ず
だ
。

　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
で
得
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
変

動
料
金
に
反
映
さ
せ
行
動
変
容
を
促
す
施
策
に
は
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
の
３
点
セ
ッ
ト
が

必
要
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ス

マ
ー
ト
化
が
上
手
く
い
け
ば
、
知
見
は
他
の
分
野
に

も
応
用
で
き
る
。
例
え
ば
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
で
血

圧
、
心
拍
、
体
温
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
そ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ
れ

ば
、
個
々
人
に
最
適
な
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
電
力
市
場
は
20
兆
円
規
模
な
の
に
対

節電要請と変動料金の馴化効果（2012年夏期）

節電要請と変動料金の脱馴化効果（2012-13年冬期）

節電要請と変動料金の習慣形成効果（2012年秋期）

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果（
％
）
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-4.0
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0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0
22.0
24.0
26.0
28.0

間隔を置くと節電要請（■）では一旦脱馴化が起きるが、
すぐ馴化、変動料金（■）では効果が持続

第1
サイクル

第2
サイクル

第3
サイクル

第4
サイクル

第5
サイクル

第6
サイクル

第7
サイクル

8.318.5 2.320.5 0.316.0 3.316.1 1.116.0 3.017.0 1.116.8

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果（
％
）

-4.0
-2.0
0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0
22.0
24.0
26.0

第1
サイクル

8.3 18.4 3.3 19.8 0.5 17.4 1.5 15.4 0.3 12.7
第2
サイクル

第3
サイクル

第4
サイクル

第5
サイクル

節電要請（■）では馴化が起きるが、
変動料金（■）では馴化は起きない

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果（
％
）

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0
節電要請（■）では習慣形成はないが、
変動料金（■）ではピークカットが習慣化

-0.6 7.7
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依田氏らのフィールド実験資料をもとに作成
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大
学
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
学
び
、
卒
業
後
は
東
芝
の
研

究
部
門
で
多
様
な
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
携
わ
っ
た
。
原

子
力
と
の
関
わ
り
は
、
１
９
９
７
年
国
際
熱
核
融
合

実
験
炉
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト

の
設
計
を
担
当
し
、
試
作
機
完
成
後
に
東
海
村
の
日

本
原
子
力
研
究
所
（
現
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
）
に
出
向
し
て
実
証
研
究
に
従
事
し
て
以
来
だ
。

　

99
年
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
が
起
き
、
そ
の
教
訓
か

ら
国
は
原
子
力
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
決
定
。

私
も
参
画
し
た
。
し
か
し
開
発
後
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
維

持
管
理
や
運
用
面
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
の
事

故
収
束
に
貢
献
で
き
な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
全
く
役
に

立
た
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
建
設
機
械

を
遠
隔
操
作
で
動
か
す
無
人
化
施
工
。
も
と
は
91
年

の
雲
仙
普
賢
岳
火
砕
流
災
害
を
機
に
開
発
さ
れ
た
技

術
で
、
そ
の
後
も
災
害
復
旧
現
場
な
ど
で
活
用
さ
れ

て
高
度
化
が
進
み
、
福
島
第
一
で
も
冷
却
水
の
注
入

な
ど
に
使
わ
れ
た
。
ま
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
後
に
開
発
さ

れ
た
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
も
、
現
場
で
使
わ
れ
な

か
っ
た
と
は
い
え
、
技
術
と
し
て
は
継
承
さ
れ
、
最

近
相
次
い
で
現
場
投
入
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
数
十
年
を
要
す
る
廃
炉
作
業
に
お
い
て
も
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
が
不
可
欠
な
こ
と
は
明
確
だ
が
、「
こ

ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
え
ば
う
ま
く
い
く
」
と
い
う
答

え
は
出
揃
っ
て
お
ら
ず
、
み
ん
な
が
知
恵
を
出
し

合
っ
て
い
る
段
階
。
15
年
に
日
本
原
子
力
学
会
が
ロ

ボ
ッ
ト
学
会
と
の
協
力
を
視
野
に
立
ち
上
げ
た
「
廃

炉
検
討
委
員
会
ロ
ボ
ッ
ト
分
科
会
」
で
も
、
専
門
家

が
議
論
を
深
め
る
一
方
、
広
く
一
般
を
対
象
に
技
術

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
を
実
施
す
る
な
ど
、
廃
炉
へ
の
ロ

ボ
ッ
ト
活
用
を
探
っ
て
い
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
期
待
は
大
き
い
が
、
万
能
化
を
め

ざ
せ
ば
、
開
発
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
。
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
る
た
め
、
異
な
る
視
点
か
ら
の
取
り
組
み
も

あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
き
回
る
環
境
側
を
賢
く
す
る

「
空
間
知
」。
例
え
ば
、
空
間
の
各
所
に
埋
め
込
ん
だ

電
子
タ
グ
で
「
何
メ
ー
ト
ル
前
進
、
次
は
右
方
向

へ
」
な
ど
と
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
な
ら

ロ
ボ
ッ
ト
は
そ
の
と
お
り
動
け
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、

開
発
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
な
が
ら
目
的
を
達
成
で
き

る
。
現
在
、
原
子
力
発
電
所
で
は
、
設
置
し
た
軌
道

に
沿
っ
て
施
設
内
を
巡
回
し
て
計
器
を
読
み
取
る
状

態
監
視
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
。
空
間
知
の
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
柔
軟
性
が
向
上
し
、
よ
り

便
利
に
原
子
力
の
現
場
で
使
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

産
業
分
野
で
話
題
の
セ
ル
生
産
ロ
ボ
ッ
ト
も
期
待

さ
れ
る
技
術
の
一
つ
。
一
人
の
職
人
が
全
工
程
を
こ

な
す
セ
ル
生
産
方
式
に
お
け
る
人
間
の
役
割
を
ロ

イノ ベ ー ション へ の 視 点

吉
見 

卓 

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部 
教
授

原
子
力

原
子
力
ロ
ボ
ッ
ト
の

可
能
性

よしみ　たかし
芝浦工業大学工学部電気工学科
教授（ロボティクス）
1987年大阪大学大学院基礎工学研
究科博士前期課程修了、2000年同
大学院博士後期課程修了、博士（工
学）。87年東芝入社。研究開発セン
ター等勤務を経て、 09年より現職。こ
の間、99～2001年日本原子力研究
所外来研究員。専門分野はロボティ
クス、メカトロニクスシステム、システ
ムインテグレーション。日本原子力学
会「廃炉検討委員会ロボット分科会」
主査、日本ロボット学会「廃炉に向け
たロボットの調査研究と社会貢献に
関する研究会」委員長、同学会前副
会長。
http://www.shibaura- it .ac . jp/
faculty/engineering/electrical_
engineering/laboratories.html

ボ
ッ
ト
に
置
き
換
え
る
も
の
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
能
力

が
低
か
っ
た
頃
は
工
場
の
環
境
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
Ａ
Ｉ
技
術
等
の
進
展
に
よ

り
ロ
ボ
ッ
ト
自
身
が
環
境
に
適
応
し
、
人
に
代
わ
っ

て
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
、
熟

練
多
能
工
の
よ
う
に
複
雑
な
作
業
を
器
用
に
こ
な
す

ロ
ボ
ッ
ト
も
登
場
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
技
術
を
応
用

す
れ
ば
、
廃
炉
作
業
の
よ
う
に
苛
酷
で
人
が
行
け
な

い
現
場
で
も
、
自
ら
判
断
し
て
適
切
に
行
動
す
る
ロ

　

廃
炉
作
業
で
使
う
ロ
ボ
ッ
ト
は
耐
放
射
線
性
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
が
、
モ
ー
タ
ー
や
カ
メ
ラ
全
て

に
高
い
耐
放
射
線
性
を
持
た
せ
る
の
で
は
な
く
、
作

業
環
境
の
放
射
線
の
程
度
に
応
じ
て
、
故
障
し
た
ら

部
品
を
簡
単
に
取
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
発
想
も
重
要
だ
。
完
全
自
立
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
め
ざ

す
よ
り
、
人
間
の
サ
ポ
ー
ト
も
組
み
込
め
ば
い
い
。

　

大
学
の
研
究
室
を
「
ロ
ボ
ッ
ト
タ
ス
ク
・
シ
ス
テ

ム
」
と
名
づ
け
た
の
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
の
役
に
立

つ
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
ら
。
き
ち
ん
と
仕
事
を
し

て
く
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
た
い
。
幸
い
ロ
ボ
ッ

ト
分
野
は
学
生
の
人
気
が
高
く
、
若
い
技
術
者
が
柔

軟
な
発
想
で
画
期
的
な
開
発
成
果
を
上
げ
る
可
能
性

は
大
い
に
あ
る
。

　

一
方
で
、
い
く
ら
高
度
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て

も
、
使
い
こ
な
せ
な
け
れ
ば
意
味
は
な
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
、
原
子
力
災

害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
を
各
現
場
に
配
備
し
、
日
頃
か
ら

訓
練
を
重
ね
、
万
一
の
事
態
に
備
え
て
い
る
と
聞
く
。

開
発
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
現
場
で
運
用
す
る
人
の
教

育
訓
練
も
重
要
課
題
だ
。

　

電
力
会
社
は
電
気
の
安
定
供
給
と
い
う
大
き
な
社

会
的
使
命
を
担
っ
て
い
る
。
原
子
力
現
場
に
革
新
的

な
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
導
入
し
、
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
互

い
に
協
力
し
て
全
体
と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
て
い

く
─
─
そ
ん
な
方
向
に
進
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ボ
ッ
ト
が
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
は
違
う
。
人
間
の
行
動

を
ベ
ー
ス
に
全
て
を
考
え
る
必
要
は
な
く
、
ロ
ボ
ッ

ト
故
に
得
意
な
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
福
島
第
一
の

廃
炉
作
業
に
お
け
る
燃
料
デ
ブ
リ
の
回
収
も
、
が
れ

き
を
か
き
分
け
て
進
む
高
度
で
タ
フ
な
ロ
ボ
ッ
ト
を

開
発
す
る
方
法
だ
け
で
な
く
、
内
部
に
繋
が
る
ロ

ボ
ッ
ト
専
用
の
配
管
を
つ
く
り
、
そ
こ
を
ロ
ボ
ッ
ト

が
移
動
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

原子力ロボット研究開発活用維持体制（あるべき姿）

災害対応ロボットと運用システムのあり方

日本ロボット学会東日本大震災関連調査研究委員会/原子力関係記録作成分科会
「原子力ロボット記録と提言」の資料をもとに作成

日本ロボット学会東日本大震災関連調査研究委員会/原子力関係記録作成分科会
「原子力ロボット記録と提言」の資料をもとに作成

●基盤技術研究（プロジェクト）
●高度実用化研究（プロジェクト）
●ソリューション導出・システム化技術開発（コンテスト）

研究開発拠点・プロジェクト

防災ロボットセンター

災害現場
●災害対応
 有事でのロボット活用

社会インフラ・設備
●点検・保守
 平時でのロボット活用

戦略設計・策定
事業化推進
開発と使用の継続的循環

標準化活動
ロボットの機能評価
インターフェース仕様

制度設計
規制緩和…特区など
規制強化…配備の義務化

など
税制策定…免税措置など
環境整備…無線周波数の

確保など

検証 評価

活用ニーズ投入

●実証試験、オペレータ訓練
　•テスト・運用フィールド、モックアップ
 　（Disaster City Japan／工事フィールド／福島原発モデル、など）
●機能評価・認証（防爆性、耐放性、耐久性、安全性など）
　•評価センター
●ロボット技術情報の集積化・一元的管理・提供
●緊急時対応（災害時の配備）

基盤研究 ミッション研究開発

社会システム研究 平常時・民生展開研究

人材育成 国際協力

研究開発施設

福島廃炉ロボット施設
（モックアップ・オンサイト施設）

原子力緊急事態
支援施設

原子力ロボット戦略会議

操業中原子炉

資金

知恵 知恵

現場

地震・原子力災害
指揮統括本部

エネ庁・NEDO
文科省・JST
電気事業者
経団連

大学・高専
公的研究機関
企業

のネットワーク

国
地方行政機関
電気事業者

廃炉段階炉 福島第一
（東電）

トルコなど
原子力輸出
関係国
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動
を
評
価
す
る
も
の
。
地
域
に
残
る
歴

史
遺
産
（
建
造
物
、
遺
跡
、
祭
り
な
ど
）

を
組
み
合
わ
せ
、
文
化
や
伝
統
を
語

る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
ま
と
め
あ

げ
、
文
化
庁
が
認
定
す
る
。
文
化
財
の

価
値
づ
け
や
保
存
を
目
的
と
す
る
指
定

文
化
財
制
度
等
と
は
異
な

り
、
地
域
に
点
在
す
る
遺

産
を
「
面
」
と
し
て
活
用
・

発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目

的
だ
。

　

忍
者
の
存
在
は
広
く
知

ら
れ
て
い
て
も
、
今
な
お

謎
に
満
ち
て
お
り
、
真
の

姿
を
知
る
人
は
少
な
い
。

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
忍

者
の
本
当
の
姿
、「
リ
ア
ル
忍
者
」
で

は
な
い
か
。
そ
こ
で
甲
賀
市
は
、
三
重

県
伊
賀
市
と
共
同
で
「
忍
び
の
里　

伊

賀
・
甲
賀

リ
ア
ル
忍
者
を
求
め
て
」

と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
。
17
年
４

月
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

忍
者
を
生
ん
だ
風
土

　

ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
甲
賀
の
文

化
財
に
は
、「
中
世
城
館
群
」
や
「
甲

賀
衆
結
束
の
鎮
守
の
社
」「
山
伏
の
修

練
場
」
な
ど
、
忍
者
の
里
を
示
す
12
の

文
化
遺
産
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

忍
者
の
里
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
挙

げ
ら
れ
る
の
が
複
雑
な
地
形
だ
。甲
賀
・

伊
賀
に
は
、
太
古
、
粘
土
層
が
侵
食
さ

れ
て
で
き
た
古
琵
琶
湖
層
と
い
う
複
雑

な
谷
地
形
の
丘
陵
が
広
が
る
。
ひ
と
た

び
迷
い
込
む
と
方
向
感
覚
を
失
い
、
侵

入
者
を
混
乱
さ
せ
る
。

　

こ
の
地
形
を
利
用
し
、
戦
国
時
代
、

見
晴
ら
し
の
良
い
丘
陵
の
先
端
や
谷
の

入
口
の
あ
ち
こ
ち
に
城
館
を
築
い
た
の

が
「
甲
賀
衆
」「
伊
賀
衆
」
と
呼
ば
れ

た
地
侍
た
ち
だ
。
強
大
な
大
名
が
現
れ

な
か
っ
た
こ
の
地
で
、
地
侍
た
ち
は
自

衛
の
た
め
互
い
に
連
携
し
、
掟
を
定

め
、
自
治
を
行
っ
た
。
鎮
守
の
社
は
彼

ら
の
合
議
の
場
。
隠
れ
里
で
あ
る
一
方

で
、
京
都
や
奈
良
に
程
近
い
要
地
で
あ

り
、
情
報
が
入
り
や
す
く
、
古
く
か
ら

時
の
権
力
者
の
恰
好
の
亡
命
地
で
も
あ

っ
た
。

知られざる忍者の世界
――忍びの里・甲賀
手で印を結んで煙とともに消える￤￤

謎めいた雰囲気で人 を々魅了し、アニメを通じて海外でも人気の高い忍者。
その実像はどのようなものだったのか。２０１７年４月

「忍びの里 伊賀・甲賀￤￤リアル忍者を求めて」が日本遺産に認定された。
忍術や忍者を育んだ風土、そこに残る数 の々史跡や歴史とは？

甲賀市歴史文化財課課長の長峰透さんに話を聞いた。

忍者の里の複雑な地形。空から見ると、
樹枝状に侵食された谷地形が広がっている

巨岩、奇岩が屹立した山伏の行場（飯道山）

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る 

ス
ト
ー
リ
ー

　
「
地
域
に
残
る
多
様
な
文
化
遺
産
を
、

魅
力
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
す
る
。
日
本
遺
産
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
忍
者
を
生
ん
だ
甲
賀
の
豊
か
な

歴
史
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
考
え
ま
し

た
」。
日
本
遺
産
認
定
を
め
ざ
し
た
き

っ
か
け
を
、
長
峰
さ
ん
は
そ
う
語
る
。

　
「
日
本
遺
産
（Japan H

eritage

）」

と
は
、
文
化
財
に
物
語
性
を
持

た
せ
、
観
光
振
興
な
ど

に
つ
な
げ
る
活

伊賀･甲賀流忍術
を集大成した秘伝書

「萬
ばんせんしゅうかい

川集海」
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た
、
古
く
か
ら
東
大
寺

に
も
用
材
を
供
給
し

た
地
。
林
業
や
ノ
コ
ギ

リ
製
造
業
も
栄
え
た
。
忍
術

秘
伝
書
『
萬ば

ん
せ
ん
し
ゅ
う
か
い

川
集
海
』
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
忍
び
の
術
や
呪
術
、

先
進
技
術
だ
っ
た
薬
や
火
薬
、
鋸

な
ど
の
忍
具
が
集
大
成
さ
れ
て
い

る
。

　
「
山
伏
の
修
練
場
」「
甲

賀
の
く
す
り
」「
甲
賀

の
前ま

え
び
き
の
こ

挽
鋸
」

ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成

す
る
文
化
遺
産
の
幅

広
さ
は
、
こ
の
地
に

暮
ら
し
た
人
々
の
豊

か
な
宗
教
文
化
・
生

活
文
化
が
、
忍
術
・
忍
者
を
育

ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
生
活

圏
で
あ
る
複
雑
な
地
形
の
山
野
を
自
由

に
行
き
来
す
る
こ
と
で
身
体
能
力
が
磨

か
れ
、
山
林
従
事
者
と
し
て
木
か
ら
木

へ
と
飛
び
移
る
こ
と
に
よ
り
人
並
み
外

れ
た
跳
躍
術
も
身
に
つ
け
た
。
修
験
者

と
し
て
精
神
統
一
の
術
や
薬
・
火
薬
の

調
合
の
技
な
ど
が
忍
者
の
技
能
と
し
て

活
か
さ
れ
、
忍
術
は
決
し
て
荒
唐
無
稽

な
術
で
は
な
か
っ
た
、
と
長
峰
さ
ん
は

言
う
。

　

こ
れ
ら
個
々
の
文
化
が
、「
忍
者
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
し
て
一
つ
に

　

日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
、
彼

ら
地
侍
こ
そ
、
リ
ア
ル
忍
者
の
実
像
だ

と
す
る
。　

　
「
ゲ
リ
ラ
戦
を
得
意
と
し
た
彼
ら
は

各
地
の
大
名
に
傭
兵
と
し
て
雇
わ
れ
、

忍
者
働
き
を
し
て
功
績
を
あ
げ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
で
き
ま
す
」。
実
際
、

天
正
10
（
１
５
８
２
）
年
、
本
能
寺
の

変
直
後
に
堺
か
ら
三
河
へ
の
最
短
ル
ー

ト
と
し
て
こ
の
地
を
駆
け
抜
け
た
徳
川

家
康
を
、
伊
賀
者
・
甲
賀
者
が
護
衛
し

た
際
の
活
躍
は
、「
神
君
伊
賀
越
え
」

と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

豊
か
な
宗
教・生
活
文
化

　

甲
賀
の
宗
教
文
化
・
生
活
文
化
も
、

忍
術
・
忍
者
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

手
で
印
を
結
ん
で
術
を
使
っ
た
り
煙
幕

を
張
っ
て
姿
を
消
す
忍
者
の
イ
メ
ー
ジ

に
は
、
密
教
や
修
験
道
の
影
響
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
甲
賀
は
天
台
密
教
の
布

教
拠
点
で
も
あ
り
、
櫟ら

く

野や

寺
に
は
本
尊

木
造
十
一
面
観
音
坐
像
を
は
じ
め
多
く

の
仏
像
が
残
る
。
飯は

ん

道ど
う

山さ
ん

に
は
今
も
山

伏
の
行
場
が
あ
り
、
山
岳
修
行
の
跡
を

見
れ
ば
、
自
然
を
相
手
に
心
身
を
鍛
錬

し
た
忍
者
の
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
。
甲
賀

そ
し
て
滋
賀
の
地
場
産
業
で
あ
る
薬
業

は
、
薬
草
の
知
識
を
持
つ
山
伏
た
ち
が

配
札
（
布
教
）
の
際
、
諸
国
に
薬
を
授

け
て
回
っ
た
こ
と
が
起
源
。
甲
賀
は
ま

つ
な
が
る
こ
と
が
興
味
深
い
。「
忍
者

に
関
す
る
資
料
は
少
な
く
、
確
実
に
証

明
す
る
記
録
は
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
今
日
に
残
る
甲
賀
の
文
化
的
要
素

を
つ
な
い
で
い
く
と
、
そ
こ
に
忍
者
の

姿
が
見
え
て
く
る
の
で
す
」

リ
ア
ル
忍
者
を
感
じ
て

　

忍
者
は
江
戸
時
代
か
ら
歌
舞
伎
や
読

本
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
日
の
ア
ニ
メ

左／甲賀衆結束の鎮守の社の一つ「矢川神社」　中／甲賀衆が崇敬した総社「油日神社」。廻廊は甲賀衆の合議の場となっていた
右／神君伊賀越えの際の功績により江戸時代を通じて代官を務めた多羅尾氏の「代官陣屋跡」

近江屈指の修験霊場である飯道山での護摩修行。護摩の煙に、忍者が姿を消すときのイメージが重なる

甲賀のくすり

や
映
画
で
描
か
れ
る
独
特
の
イ
メ
ー
ジ

が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
も
一
つ
の

忍
者
像
だ
が
、
甲
賀
市
で
は
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
の
世
界
と
は
異
な
る
、
歴
史
上
の

リ
ア
ル
な
忍
者
の
面
影
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
遺
産
認
定
前
か
ら

毎
年
、
忍
者
の
日
で
あ
る
２
月
22
日
を

中
心
に
忍
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
忍
者
検
定
も
既
に
10

回
以
上
実
施
し
て
い
る
。

　

今
回
の
認
定
を
機
に
、
忍
者
の
魅
力

を
国
内
外
に
発
信
し
、
さ
ら
な
る
観
光

客
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
考

え
だ
。

　

リ
ア
ル
忍
者
を
感
じ
る
文
化
財
を
地

域
資
源
化
し
て
い
く
た
め
に
、
課
題
も

あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
忍
者
を
感
じ
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
、
訪
れ
た
人
に
ど
う
伝

え
る
か
。「
忍
者
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。

城
館
、
仏
像
、
山
伏
の
修
練
場
。
個
々

の
歴
史
遺
産
の
背
景
を
つ
な
ぐ
忍
者
の

存
在
を
、
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
」。
忍
者
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

観
光
ル
ー
ト
設
定
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝

え
る
冊
子
の
作
成
、
語
り
部
の
養
成
な

ど
が
必
要
だ
。

　
「
こ
の
地
か
ら
、
な
ぜ
忍
者
が
生
ま

れ
た
の
か
。
そ
れ
に
思
い
を
馳
せ
、
忍

者
の
気
配
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
長
峰
さ
ん
。「
忍
び
の
里
」
の
多
彩

な
取
り
組
み
、
壮
大
な
物
語
に
、
期
待

が
高
ま
る
。

極彩色に彩られた「飯道神社」

取材協力 ・ 写真提供／甲賀市歴史文化財課　　編集／田窪由美子

甲賀の前挽鋸。忍具にも多様な形状の鋸が登場する
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イノベーションに挑む
電力業界を取り巻く環境が大きく変わるなか、

生き残りを懸け、継続的・自律的にイノベーションを巻き起こせる
企業グループへの変革に挑む関西電力。その戦略を訊いた──

稲田浩二 関西電力 常務執行役員 経営企画室/IT戦略室担当
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す
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
企
業
グ
ル
ー
プ

に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

新
事
業
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
と
既
存

事
業
の
変
革
力
で
競
争
力
を
高
め
る
と
同

時
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
的
か
つ

自
律
的
に
巻
き
起
こ
せ
る
し
く
み
の
構
築

が
目
標
で
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
は
「
継
続

的
」
か
つ
「
自
律
的
」
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

な
ぜ
な
ら
、
か
つ
て
は
「
一
発
当
て
た

ら
安
泰
」
と
い
う
時
代
も
あ
っ
た
が
、
今

は
競
争
優
位
を
持
続
す
る
の
が
困
難
な
時

代
。
競
争
優
位
に
は
「
寿
命
」
が
あ
り
、

次
々
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
そ
の

波
に
乗
っ
て
い
か
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
。

だ
か
ら
「
継
続
的
」。

　

さ
ら
に
は
、
一
人
の
カ
リ
ス
マ
的
ト
ッ

プ
に
頼
る
と
か
、
キ
ー
マ
ン
が
い
な
く
な

っ
た
ら
取
り
組
み
が
減
速
す
る
よ
う
な
属

人
的
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
「
自
律

的
」
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
よ

う
に
根
づ
か
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

─
─
「
継
続
的
」
か
つ
「
自
律
的
」
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
に
は
？

　

何
よ
り
大
事
な
の
は
組
織
内
で
価
値
観

を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
大
き
く
４
点

を
掲
げ
た
。

①
価
値
へ
の
こ
だ
わ
り
。
新
規
事
業
と
い

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
登
場
し
た
。
こ
う

し
た
な
か
、
お
客
さ
ま
や
社
会
に
「
関
西

電
力
な
ら
で
は
の
新
た
な
価
値
」
を
提
供

し
、
競
争
に
勝
ち
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
企
業
グ
ル
ー
プ
へ
の

変
革
は
喫
緊
課
題
。
そ
こ
で
16
年
４
月
に

策
定
し
た
「
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
中
期
経

営
計
画
（
2
0
1
6

―

2
0
1
8
）」（
中

期
経
営
計
画
）
に
お
い
て
、
新
た
な
成
長

の
柱
を
確
立
す
べ
く
「
成
長
を
加
速
さ
せ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
を
打
ち
出

し
た
。

●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
づ
け
と
戦
略

─
─
ど
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
め

ざ
し
て
い
る
？

　

後
発
で
は
あ
る
が
、
競
合
他
社
を
凌
駕

●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
背
景

─
─
な
ぜ
今
、
関
西
電
力
が
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
？

　

一
言
で
言
え
ば
、
電
力
業
界
も
厳
し
い

競
争
環
境
に
変
わ
っ
た
か
ら
だ
。

　

電
力
業
界
は
こ
れ
ま
で
総
括
原
価
・
地

域
独
占
と
い
う
安
定
し
た
事
業
環
境
の
も

と
で
、
大
規
模
電
源
を
中
心
と
し
た
系
統

電
力
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

で
事
業
を
展
開
。
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
・
商

品
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
や

社
会
に
貢
献
し
つ
つ
企
業
と
し
て
の
収
益

を
上
げ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
事
業
環
境
は
激

変
。
従
来
の
や
り
方
で
は
成
長
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
た
。
日
本
経
済
自
体
、
閉
塞

感
を
払
拭
す
べ
く
、
業
界
を
問
わ
ず
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が
加
速
し
始

め
た
。
ま
た
、
16
年
４
月
に
電
力
小
売
が

全
面
自
由
化
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
状
況
下

で
電
力
会
社
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
む
の
は
当
然
の
こ
と
。

─
─
電
力
会
社
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ど

う
も
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
い
。

　

電
気
事
業
の
黎
明
期
、
電
力
会
社
は
今

で
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
そ
の
も
の
だ
っ

た
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
、
多
く
の

起
業
家
た
ち
が
電
気
と
い
う
新
規
事
業
に

挑
ん
で
、
ま
さ
に
群
雄
割
拠
。
戦
後
の
電

力
再
編
後
も
、
関
西
電
力
は
世
紀
の
大
工

事
・
黒
四
へ
の
挑
戦
、
他
社
に
先
駆
け
た

原
子
力
開
発
、
オ
ー
ル
電
化
、
ま
た
電
気

事
業
以
外
に
も
通
信
事
業
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、

電
力
業
界
で
は
か
な
り
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

だ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
11
年
以
降
は
経
営
環
境
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
小
売
全
面
自
由
化
で
異
業

種
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
も
戦
う
よ
う
に
な
り
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

急
速
に
普
及
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
も
あ
っ

て
Ｖ
Ｐ
Ｐ
（
仮
想
発
電
所
）
な
ど
の
新
た

あ
れ
ば
改
善
し
、
ダ
メ
な
ら
止
め
れ
ば
い

い
。

④
ジ
レ
ン
マ
領
域
へ
の
挑
戦
。
既
存
事
業

と
利
益
相
反
す
る
事
業
で
も
、
お
客
さ
ま

や
社
会
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
と
判
断
す

れ
ば
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

─
─
ジ
レ
ン
マ
領
域
と
は
？

　

例
え
ば
再
エ
ネ
や
蓄
電
池
を
活
用
し
た

分
散
型
電
源
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
本
業
で
あ
る

系
統
電
力
ビ
ジ
ネ
ス
を
脅
か
し
破
壊
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
金
融
ビ
ジ
ネ

ス
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術＊

が
エ
ネ
ル
ギ
ー

う
と
、
す
ぐ
に
「
儲
か
る
の
か
？
」「
自

社
の
強
み
を
生
か
せ
る
か
？
」
と
い
う
話

に
な
り
が
ち
だ
が
、
ま
ず
は
「
お
客
さ
ま

や
社
会
に
と
っ
て
の
価
値
」
に
徹
底
的
に

こ
だ
わ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

②
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
自
前
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
社

外
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

③
リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
新
規
事
業

に
リ
ス
ク
は
つ
き
も
の
。
リ
ス
ク
を
避
け

る
べ
く
入
念
に
計
画
を
つ
く
っ
て
い
る
間

に
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
か
ね
な
い
。
だ
か
ら

リ
ス
ク
は
意
識
し
つ
つ
も
ス
ピ
ー
ド
を
重

視
し
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
。
問
題
が

中期経営計画

イノベーションを実現するために必要な価値観

価値へのこだわり
お客さまにとっての価値、社会にとっての価
値に徹底的にこだわる。（利益や既存事業
への影響は二の次）

社外との連携
（オープンイノベーション）

自前にこだわらず、オープンマインドで社外と
連携する。

リーンスタートアップ リスクを意識しながらも、スピードを重視し、
「まずはやってみる」

ジレンマ領域への挑戦
リスクマネジメントとして、ジレンマ領域（既存
事業と利益相反する事業領域）であっても、
取り組む。

世紀の大工事、破砕帯に挑んだ黒四建設

再生と新たな
成長可能性の
追求

収益源の
拡大

新たな
収益構造の
確立

イノベーション推進に
向けた

あらゆる可能性の
追求

当社グループ独自の
イノベーション推進
スキームの確立

「10年後のめざす姿」
の実現

イノベーション推進組織の設置およびグループ内の
イノベーションネットワークの拡充、
グループリソースの共有

イノベーション人材の育成・獲得に向けた取り組み

これまでと異なる新たな成長に向けた
ビジネスモデルの構築
［技術例］
●分散型電源、蓄電池、水素等のエネルギー技術への挑戦
●バイオマス利用の拡大
●IoT、AI、センサー技術の活用
［モデル例］
●電気自動車の普及に伴う、給電スタンド等周辺事業への参入
●デマンドレスポンス、省エネ電力取引の収益化

社外とのネットワークを構築し、
社外のアイデア・リソースを活用することで、
開発スピードやクオリティを向上

当社グループ内にある新規事業等の
シーズの発掘、収集
［強み例］
●お客さまや地域とのつながり、多様な声
●電化関連技術（ヒートポンプ等）
●エネルギー周りの設備設計・保守運転のノウハウ
●グループ事業で培ってきた知見・ノウハウ

培ってきた
強みの棚卸し

社外の
アイデア・リソースの
積極的な活用

最先端技術の活用と
新たなビジネス
モデルへの挑戦

イノベーション推進に
向けたしくみづくり
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分
野
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
電

力
取
引
が
Ｃ
to
Ｃ
に
─
─
つ
ま
り
我
々
抜

き
で
売
り
手
と
買
い
手
が
直
接
取
引
す
る

こ
と
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
は
脅
威
で
あ
る
と
同
時

に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
も
な

り
得
る
。
我
々
自
身
が
新
規
参
入
者
の
視

点
を
持
ち
、
極
端
に
言
え
ば
「
関
西
電
力

を
ぶ
っ
潰
し
て
や
る
」
く
ら
い
の
気
概
で

ジ
レ
ン
マ
領
域
に
挑
ん
で
い
く
。
そ
れ
は

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
も
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

＊
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
を
困
難
に
し
た
分
散
型
の
記
録
管
理
技

術
。
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
代
表
さ
れ
る
暗
号
通
貨（
仮
想
通
貨
）の

基
盤
技
術
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

─
─
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め

の
戦
略
は
？

　

属
人
的
な
取
り
組
み
や
単
発
の
思
い
つ

き
で
な
く
、
必
要
な
施
策
を
体
系
化
し
て

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
枠
組
み
と
し
て
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
プ
ロ
セ
ス
」「
組
織
・
制
度
」

の
３
項
目
を
設
定
し
た
。

　
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
は
、
ま
ず
経
営

と
し
て
コ
ミ
ッ
ト
す
べ
く
、
中
期
経
営
計

画
に
明
記
し
た
。
そ
し
て
経
営
企
画
室
内

に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
を
統
括
す
る
専
任
グ
ル
ー
プ
「
イ
ノ

そ
の
象
徴
が
「
電
柱
」
を
活
用
し
た
初
の

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
「D

EN
T
U
N
E

（
デ

ン
チ
ュ
ー
ン
）‼

」
だ
。
従
来
の
電
力
会

社
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
電
気
を
送
る
目

的
以
外
で
電
柱
を
使
う
、
し
か
も
そ
れ
を

社
外
の
人
と
一
緒
に
考
え
る
な
ど
、
あ
り

得
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
懸
け
る
「
関
電
の
本
気
度
」
を

感
じ
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
企
画
し
た
。

　

ど
れ
く
ら
い
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る

か
、
不
安
も
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
参

加
者
総
数
１
１
７
人
と
関
西
最
大
級
の
ア

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
し
、

体
制
を
整
備
。
経
営
層
の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ

ン
ジ
の
た
め
の
勉
強
会
や
、
挑
む
べ
き
新

規
事
業
展
開
領
域
・
業
務
革
新
領
域
も
設

定
す
る
。「
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
は
、
関

電
グ
ル
ー
プ
内
の
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
発
掘

の
し
く
み
構
築
と
運
用
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
社
内
に
お
け
る
ア
イ
デ

ア
多
産
化
の
し
く
み
づ
く
り
と
人
材
育

成
。「
組
織
・
制
度
」
と
し
て
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
投
資
の
し
く
み
の
構
築
、
失
敗
を

許
容
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
組
織
風
土
の

醸
成
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
予

算
・
人
事
制
度
等
々
。
や
る
べ
き
こ
と
は

山
ほ
ど
あ
る
が
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
プ

ロ
セ
ス
」「
組
織
・
制
度
」
が
連
動
し
て

初
め
て
継
続
的
か
つ
自
律
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の

で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

●
具
体
的
取
り
組
み

─
─
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え

ば
、
昨
年
12
月
に
実
施
し
た
関
西
電
力

初
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

「D
E
N
T
U
N
E
‼

」
が
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
元
年
の
昨
年
度

は
社
外
連
携
の
取
り
組
み
に
重
点
を
置
き
、

げ
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
接
点
の
な
か
っ

た
社
員
同
士
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ

と
で
情
報
共
有
を
促
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
加
速
す
る
の
が
目
的
。
事
業
ア
イ
デ

ア
創
出
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
勉
強
会
の

ほ
か
、
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
意

見
交
換
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
取
り
組
み

と
は
別
に
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
企
業
へ

の
「
変
革
の
萌
芽
」
と
も
言
え
る
、
社
員

の
自
発
的
な
取
り
組
み
も
出
始
め
て
い
る
。

─
─
社
員
の
自
発
的
な
取
り
組
み
と
は
？

　

一
つ
はCREN

D
O

と
同
時
期
、
16
年

11
月
に
発
足
し
た
若
手
社
員
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「k-hack

（
ケ
イ
ハ
ッ
ク
）」。
も
と

も
と
Ｉ
Ｔ
業
務
を
担
当
す
る
30
歳
前
後
の

社
員
２
人
が
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
い
」
と
周
囲

に
呼
び
か
け
、
業
務
外
の
自
発
的
な
活
動

と
し
て
始
め
た
も
の
で
、
私
も
「
こ
ん
な

の
立
ち
上
げ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
聞
い

て
初
め
て
知
っ
た
。
今
で
は
社
内
12
部

門
、
グ
ル
ー
プ
会
社
５
社
か
ら
１
０
０
人

以
上
が
参
加
し
て
、
新
規
事
業
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
た
り
、
社
外
と
交
流
し
た

り
、
自
由
な
発
想
で
活
発
に
活
動
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
草
の
根
的
な
取
り
組
み
が

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
に
な
り
、
参
加
者
の

約
95
％
が
満
足
と
い
う
評
価
も
い
た
だ
け

た
。
こ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
成
功
。

予
選
・
本
選
を
通
じ
て
１
０
０
以
上
の
電

柱
活
用
案
が
創
出
さ
れ
、
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
も
数
多
く
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

─
─
社
内
で
も
新
し
い
動
き
が
あ
る
よ
う

だ
が
？

　

16
年
11
月
、
関
電
グ
ル
ー
プ
内
の
新
規

事
業
や
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
携
わ
る
有
志

で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「CREN
D
O

（
ク
レ
ン
ド
）」
を
立
ち
上

若
手
社
員
か
ら
自
然
発
生
的
に
出
て
き
た

の
は
頼
も
し
い
。
グ
ル
ー
プ
の
将
来
に
大

き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

─
─
や
は
り
今
後
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

若
い
感
性
が
牽
引
す
る
？

　

そ
う
と
も
限
ら
な
い
。
管
理
業
務
の
経

験
が
長
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ほ
と

ん
ど
無
縁
な
イ
メ
ー
ジ
の
50
歳
代
後
半
の

ベ
テ
ラ
ン
社
員
が
、
誰
に
指
示
さ
れ
た
わ

け
で
も
な
い
の
に
新
規
事
業
を
考
え
て
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
発
見
。
社
内
外
の
人

の
意
見
も
聞
い
て
プ
ラ
ン
を
練
り
上
げ
、

あ
る
日
「
ぜ
ひ
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い
て
ほ
し

い
」
と
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
。
内

容
は
ま
だ
明
か
せ
な
い
が
、
社
会
課
題
の

解
決
に
つ
な
が
り
、
ニ
ー
ズ
も
確
実
に
あ

り
そ
う
な
「
筋
の
い
い
」
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
だ
。

　

彼
の
プ
レ
ゼ
ン
自
体
、
非
常
に
熱
い
素
晴

ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。「D

EN
T
U
N
E‼

」

の
と
き
も
、
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
社
員

た
ち
が
キ
ラ
キ
ラ
と
目
を
輝
か
せ
て
い
る

姿
を
間
近
で
見
て
、
い
か
に
我
々
役
員
や

上
司
が
彼
ら
の
可
能
性
に
蓋
を
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
、
と
猛
省
し
た
。
若
手
・

ベ
テ
ラ
ン
を
問
わ
ず
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

な
素
養
を
持
っ
た
社
員
は
確
実
に
い
る
。

有志のイノベーションネットワーク「CRENDO」

初のビジネスアイデアコンテスト「DENTUNE！！」

社内外へのPRを行った

経営層のコミットメント、目標設定（領域・KPIなど）

アイデア出し 事業化

しくみを支える基盤
（人材の確保・育成、イノベーション加速制度、風土改革）

マネジメント

プロセス

組織／制度
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客
さ
ま
が
増
え
収
益
が
安
定
す
る
に
つ
れ
、

既
存
事
業
に
安
住
し
始
め
て
い
る
こ
と
に

危
機
感
を
覚
え
た
。
通
信
業
界
は
電
気
事

業
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
変
化

が
激
し
く
、
関
西
電
力
も
過
去
に
ポ
ケ
ベ

ル
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
苦
い
経
験
を
し
て
い
る
。

現
状
に
安
住
せ
ず
、
成
長
を
続
け
る
に
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
か
な
い
─
─
そ
う
考

え
て
い
た
。

　

ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
も
今
夏
か
ら
関

西
電
力
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
室
と
協
働
し
て
新
し

い
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に
乗
り
出
し
、
そ
れ

を
統
轄
す
る
組
織
を
新
設
す
る
な
ど
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
て
お
り
、
嬉
し
い
限
り
だ
。

　

私
自
身
に
と
っ
て
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
10
年
来
の
テ
ー
マ
だ
が
、
さ
す
が
に
10

年
前
は
「
電
気
事
業
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
ま
で
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。

ま
し
て
自
分
が
担
当
す
る
と
は
思
い
も
よ

ら
な
か
っ
た
が
、
そ
ん
な
個
人
的
思
い
入

れ
も
原
動
力
に
変
え
て
、
競
合
他
社
を
凌

駕
す
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
企
業
グ
ル
ー

プ
に
変
革
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
尽
く
し
た

い
。

取材/高木美栄子　編集/田窪由美子

そ
う
い
う
人
材
に
活
躍
の
場
を
提
供
す
る

の
が
、
私
自
身
の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。

●
今
後
の
課
題
と
抱
負

─
─
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
２
年
目
、
課

題
は
？

　

ま
ず
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

加
速
。「D

EN
T
U
N
E‼

」
の
よ
う
な
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
な
事
業
化
に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

と
の
提
携
も
必
要
だ
。
だ
か
ら
次
は
「
関

電
×
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」
の
し
く
み
を
つ

く
り
、
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る

社
員
を
増
や
す
た
め
、
社
内
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
つ
も
り
。
事
業
開

発
（
新
事
業
・
新
サ
ー
ビ
ス
）
と
業
務
革

新
（
既
存
事
業
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
変

革
）
と
い
う
二
つ
の
切
り
口
で
、
ア
イ
デ

ア
を
募
集
す
る
予
定
だ
。
こ
れ
ま
で
も
事

業
開
発
に
関
し
て
は
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
制

度
が
あ
っ
た
が
、
要
件
が
厳
し
く
、
徐
々

に
応
募
者
が
減
っ
て
い
た
。
ま
た
、
業
務

革
新
に
関
し
て
は
業
務
改
善
提
案
制
度
な

ど
が
あ
る
が
、
結
果
が
出
た
も
の
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
い
ず
れ
も
よ

り
多
く
の
ア
イ
デ
ア
創
出
を
狙
っ
て
要
件

を
見
直
し
。
こ
れ
に
よ
っ
て
社
員
一
人
ひ

と
り
の
能
力
の
伸
長
と
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
な
組
織
風
土
の
醸
成
に
つ
な
げ
た
い
。

─
─
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
。

　

私
自
身
は
00
〜
09
年
、
通
信
事
業
を
担

当
し
た
。
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
を
立
ち

上
げ
、「
ｅ
ｏ
光
」
で
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
市
場
を

開
拓
し
て
一
定
の
成
功
を
収
め
た
が
、
お 社員の自発的取り組みとして発足した「k-hack」

かんでんFOCUS

新技術を活用したＩｏＴサービスで
さらなる付加価値の創出へ
さまざまなモノがインターネットにつながるＩｏＴ（Internet of Things）は、
企業にとって新事業創造のチャンス。
関西電力もグループ会社などと共同で新たなＩｏＴサービスに乗り出している。
開発プロジェクトに携わった若き技術者たちの活動を追った。
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メーターと無線子機左から小林、小野田、佐藤

無線親機 機器の検査

事業化に向けて、
毎日ミーティングを実施

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
開
発
も
担
当
し
た
Ｉ
Ｔ
分

野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。
今
回
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
を
加
速
す
る
に
あ
た
り
、
検
討

を
行
っ
た
。

　
「
岩
谷
さ
ん
か
ら
の
相
談
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
過
程
で
多
様
な
分

野
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
へ
の
期
待
の
高
さ
を
再
認
識
し
た
。

ま
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
適
し
た
技
術
も
次
々
と
出
て
き

た
の
で
、
今
、
取
り
組
ま
な
い
手
は
な
か
っ
た
」

規
格
を
一
か
ら
考
え
る

　

こ
う
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
乗
り
出

し
た
関
西
電
力
は
、
ま
ず
グ
ル
ー
プ
会
社
の
エ

ネ
ゲ
ー
ト
と
共
同
で
双
方
向
通
信
に
対
応
す
る

無
線
機
器
の
開
発
に
着
手
。
担
当
し
た
の
は

Ｉ
Ｔ
戦
略
室
通
信
技
術
グ
ル
ー
プ
の
小
林
直

樹
。
電
力
保
安
用
の
通
信
業
務
を
皮
切
り
に
ケ

イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
の
技
術
開
発
部
門
を
経
験

後
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
室
に
戻
り
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
技

術
を
検
討
す
る
役
割
を
任
さ
れ
た
。

　

今
回
開
発
し
た
機
器
で
採
用
し
た
L
o
R
a

方
式
は
、
下
り
通
信
の
規
格
が
標
準
化
さ
れ
て

お
ら
ず
、
活
用
例
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど
な
い
。
新

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
大
き
な
強
み
に
な
り
得
る

半
面
、
技
術
開
発
に
未
知
の
要
素
が
多
く
な
る
。

　
「
岩
谷
さ
ん
か
ら
は
検
針
値
の
取
得
率
な
ど

具
体
的
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る
仕
様
を

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
一
か
ら
考
え
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
が
多
く
苦
労
し
た
。
し
か
し
自
分

が
考
え
た
仕
様
で
機
器
が
開
発
さ
れ
、
お
客
さ

ま
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に
や
り
甲

斐
の
あ
る
仕
事
」

　

既
に
Ｐ
ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
幾
つ
か
課

題
も
見
え
て
き
た
と
い
う
小
林
は
、
実
運
用
に

向
け
た
機
能
増
強
に
意
欲
を
見
せ
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
新
設

　

技
術
開
発
に
目
処
を
つ
け
た
関
西
電
力
が
、

次
に
取
り
組
ん
だ
の
は
事
業
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
。

事
業
主
体
を
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
と
し
、
基

地
局
設
置
か
ら
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

　

関
西
電
力
か
ら
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
へ
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
あ
た
り
、
17
年
２
月
に
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
を
組
ん
で
協
議
を
始
め
た
が
、

新
事
業
へ
の
ベ
ク
ト
ル
は
必
ず
し
も
当
初
か
ら

一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
、
と
小
野

田
は
顧
み
る
。

　
「
こ
の
と
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の

多
く
は
他
の
仕
事
を
受
け
持
ち
な
が
ら
で
の
参

加
だ
っ
た
。
一
方
で
、
新
規
事
業
検
討
は
ス
ピ

ー
ド
が
肝
要
。
そ
こ
で
、
た
と
え
短
時
間
で
あ

っ
て
も
全
員
で
毎
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

た
。
お
か
げ
で
課
題
解
決
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
一
体
感
が
生
ま
れ
、

事
業
化
へ
の
弾
み
が
つ
い
た
」

省
電
力
・
双
方
向
の
長
距
離
無
線
技
術

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
紙
面
を
賑

わ
し
、
各
企
業
は
い
ち
早
い
市
場
化
を
め
ざ
し

て
し
の
ぎ
を
削
る
昨
今
。
関
西
電
力
と
グ
ル
ー

プ
会
社
の
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
は
、
日
本
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
共
同
で
新
た
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
を
開
発
。
２
０
１
８
年
度
の
本
格
展
開
を

め
ざ
し
、
導
入
効
果
検
証
を
目
的
に
Ｐ
ｏ
Ｃ

（
概
念
実
証
）
サ
ー
ビ
ス
を
今
年
７
月
か
ら
開

始
し
た
。

　

今
回
開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
省
電
力
・
長

距
離
通
信
可
能
と
い
う
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
適
し
た
無

線
通
信
技
術
と
し
て
注
目
を
集
め
る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ

（Low
 Pow

er W
ide A

rea

）
を
採
用
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
一
般
的
な
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
無

線
通
信
機
器
は
上
り
通
信
に
し
か
対
応
し
て
い

な
い
が
、
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
で
は
下
り
通
信

に
も
対
応
す
る
L
o
R
a
方
式
の
無
線
通
信
機

器
を
開
発
し
、
こ
れ
を
活
用
。
省
電
力
・
双
方

向
で
の
通
信
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
の
遠
隔
検
針
・
遮
断
弁
の
制
御
を

は
じ
め
、幅
広
い
分
野
で
の
導
入
が
期
待
で
き
る
。

　

デ
ー
タ
収
集
・
分
析
に
は
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
の
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
デ
ー
タ
の

保
存
容
量
等
の
迅
速
な
変
更
も
可
能
。
ま
た
関

西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
施
設
等
に
通
信
基
地
局
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
よ
り
低
コ
ス
ト
で
屋
外
・

広
域
で
の
デ
ー
タ
収
集
・
遠
隔
制
御
を
可
能
に

し
た
。

遠
隔
検
針
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ

　

関
西
電
力
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
乗
り
出

し
た
の
は
15
年
末
。
ガ
ス
事
業
の
パ
ー
ト
ナ

ー
・
岩
谷
産
業
か
ら
相
談
を
受
け
た
の
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。

　
「
岩
谷
さ
ん
は
当
時
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
メ
ー
タ

ー
の
遠
隔
検
針
を
始
め
て
い
た
が
、
コ
ス
ト
が

高
い
、
通
信
も
不
安
定
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
、

『
関
電
さ
ん
、
何
か
解
決
策
は
な
い
で
す
か
？
』

と
。
そ
の
頃
既
に
当
社
は
５
０
０
万
台
以
上
の

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
導
入
、
遠
隔
検
針
の
実

績
が
あ
る
の
で
、
そ
の
知
見
を
活
か
せ
な
い
か

と
い
う
ご
相
談
だ
っ
た
」

　

振
り
返
る
の
は
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
室
情
報
通
信
事

業
推
進
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
小
野
田
哲
也
。

入
社
以
来
、
10
年
近
く
、
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ

ム
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
新
サ
ー
ビ
ス
立
ち

上
げ
な
ど
に
携
わ
る
一
方
、
関
西
電
力
で
は
ス

LPWA無線技術を活用したIoTサービスの特長

広域での
データ収集に対応

データ分析

LoRa方式＊

遠隔での
機器制御に対応

サービス提供範囲 ①通信端末（子機）、センサーの提供　②最適なネットワークの構築　③データ収集
④収集データの分析・見える化

「モノ」
（センサーなど）

データ

制御

データ

遠隔制御

データ

制御データ
通信端末

（無線子機）

＊LoRa（ローラ）方式：Long Rangeの略。米国のLoRa Alliance団体が推進する通信方式。低消費電力、長距離通信という特長を持ち、双方向通信（上り・下り）が可能。

通信基地局
（無線親機）

データ
収集・分析

お客さま

インターネット
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＝
第
一
環
境
）、
ビ
ル
管
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

（
同
ア
ド
ダ
イ
ス
）
で
も
Ｐ
ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
始
め
る
が
、
ほ
か
に
も
自
治
体
の
イ
ン

フ
ラ
監
視
・
制
御
、
田
畑
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
高

齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
の

活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
ビ
ル
管
理
か
ら
一
歩
進
め
、
省
エ
ネ
に
つ

な
が
る
見
え
る
化
・
制
御
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
れ
ば
、
お
客
さ
ま
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
、

関
西
電
力
の
事
業
と
の
親
和
性
も
高
い
。
イ
ン

フ
ラ
分
野
で
も
、
例
え
ば
道
路
法の

り
め
ん面

に
端
末
を

設
置
し
、
地
滑
り
を
監
視
・
検
知
し
て
自
治
体

に
知
ら
せ
る
な
ど
、
近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然

災
害
の
被
害
軽
減
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
け

る
」

　

ニ
ー
ズ
は
確
実
に
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
駆
け

足
で
事
業
化
を
め
ざ
し
た
い
と
い
う
佐
藤
の
言

葉
に
大
き
く
頷
き
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
性
を
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
最
大
課
題
、
と
小

野
田
は
締
め
括
る
。

　
「
単
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
上
位
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
も
含
め
、
お
客
さ
ま
の
コ
ス
ト
削

減
や
価
値
創
造
に
貢
献
し
、
我
々
と
し
て
も
収

益
を
生
み
出
し
て
い
く
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
ニ
ー
ズ
と

ビ
ジ
ネ
ス
性
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
本
格
展
開

に
つ
な
げ
た
い
」。
３
人
は
頼
も
し
い
笑
顔
を

見
せ
て
胸
を
張
っ
た
。

　

今
年
６
月
末
、
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
は
Ｉ

ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
統
括
す
る
新
組
織
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
サ
ー
ビ
ス
構

想
当
初
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
佐
藤
恭
弘
が
専
任

メ
ン
バ
ー
と
し
て
同
社
に
出
向
。
佐
藤
も
、
電

力
保
安
用
の
通
信
業
務
、
シ
ス
テ
ム
開
発
、
ケ

イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
で
の
技
術
開
発
を
担
当
す

る
な
ど
幅
広
い
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
時
に
迅
速
な
電
力
復
旧
を
目

の
当
た
り
に
し
た
経
験
か
ら
、
災
害
対
策
に
も

関
心
を
持
つ
。

事
業
化
へ
の
道

　

佐
藤
に
託
さ
れ
た
の
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
導
入
分

野
を
拡
げ
、
多
様
な
技
術
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を
束

ね
つ
つ
本
格
展
開
に
持
ち
込
む
こ
と
。
岩
谷
産

業
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
遠
隔
検
針
・
遮
断

弁
制
御
の
Ｐ
ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
続
き
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
遠
隔
検
針
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
先

LPガス遠隔検針用機器の
取り付け作業

田畑モニタリング

水道検針
下水道監視

ビル内の
温湿度管理

駐車場監視
空きスペース管理

土砂災害
水害監視

海水温度
塩分

道路・
橋梁監視

街灯監視

事故探索 通学生徒の
見守り

設備監視

高齢者の
見守り

ガス検針

降雪監視

工事現場
足場・安全管理・心拍・気圧

水害監視
河川水位・増水・氾濫

活用事例

2025年国際博覧会を
大阪・関西へ

題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
今号のテーマは「イノベーションと成長戦略」です。楠木建さん、
関孝則さん、吉村慎吾さんにお集まりいただいた［鼎談］では、
変革の時代における企業の成長戦略のあり方とイノベーションに
ついて考えるとともに、続く［オピニオン］では、「意義」「エネルギー」

「原子力」というイノベーションをめぐる各側面について識者・専門
家に提言をいただきました。
エネルギー事業者ももっとイノベーションを、との声を受け、［かん
でんFocus］では生き残りを懸けて継続的･自律的にイノベーショ
ンを巻き起こせる企業グループへの変革戦略を訊くとともに、［現
場力⤴最前線］では、新技術を活用したIoTサービスの開発プロ
ジェクトを取り上げました。
イノベーションが必要なのは企業に限りません。地域も日々新しい
テーマに挑むことが活力を生み出します。［旬発NIPPON］では、
日本遺産認定を機に忍びの里として地域活性化に挑む甲賀を訪
ね、知られざる忍者の世界を紹介しました。また［Person］では兵
庫県たつの市でお洒落な医療靴づくりにチャレンジしている若き
靴職人にスポットをあてました。
視点を変えることがイノベーションへの第一歩。見上げれば高く
なった空に新たな始まりの予感を抱きつつ、新しい『躍』をお届け
します。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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